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社団
法人

か
ら
早
田
支
部
長
ら
５
名
、
京
都
か
ら

伊
原
会
員
ら
２
名
、
関
西
か
ら
秦
会
員
、

福
井
か
ら
宮
本
支
部
長
、
広
島
か
ら
前

垣
会
員
、
東
海
（
猿
投
の
森
）
は
橋
村

代
表
は
じ
め
５
名
、
そ
れ
に
東
京
か
ら

吉
永
常
務
理
事
の
出
席
を
得
て
、
総
勢

　

名
の
会
議
と
な
っ
た
。
白
神
山
地
ブ

２３ナ
林
再
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
青

森
支
部
の
ほ
か
秋
田
支
部
、
宮
崎
支
部
、

山
陰
支
部
な
ど
に
も
呼
び
か
け
た
が
、

都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

　

会
議
は
猿
投
の
森
・
橋
村
代
表
の
司

会
進
行
で
進
め
ら
れ
、
現
況
報
告
と
論

議
が
交
わ
さ
れ
た
。
以
下
、
各
支
部
か

ら
の
報
告
を
要
約
す
る
。

各
支
部
の
森
づ
く
り
の
現
況

・
千
葉
支
部
（
篠
崎
支
部
長
）

　

現
在
、
森
づ
く
り
は
し
て
い
な
い
。

し
か
し
今
後
、
里
山
の
生
物
多
様
性
な

ど
に
注
目
し
た
「
里
山
づ
く
り
」
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

・
岐
阜
支
部
（
藤
井
会
員
）

　

平
成　

年
２
月
よ
り
、
奥
美
濃
「
権

１７

現
山
」
県
有
林
に
て
、
植
樹
、
登
山
道

づ
く
り
を
主
目
的
に
森
づ
く
り
に
参
加

し
て
い
る
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
は
約　

名
）。

３５

平
成　

年
４
月
に
第
１
回
森
づ
く
り
、

１８

平
成　

年
に
は
第
２
回
の
植
樹
と
登
山

１９

道
づ
く
り
を
行
な
い
、
登
山
道
を
権
現

山
の
頂
上
ま
で
完
成
さ
せ
た
。

・
東
京
（
高
尾
の
森
・
龍
会
員
）

　

平
成　

年
度
の
主
な
行
事
は
、
月
１

２１

回
の
定
例
作
業
の
ほ
か
に
４
月　

日
に

１２

植
樹
祭
、
５
月
９
〜　

日
に
日
比
谷
公

１０

園
で
開
催
さ
れ
る
「
森
林
の
市
」
に
参

加
、
５
月　

〜　

日
に
は
「
三
宅
島
緑

２２

２４

化
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
（
会
員
２
２
０
名
、
う
ち

　

名
が
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
）。

７０

た
め
各
支
部
や
地
域
が
ど
の
よ
う
に
取

り
組
み
、
活
動
を
し
て
い
る
か
―
―
。

情
報
を
交
換
し
、
相
互
支
援
を
す
す
め

よ
う
と
い
う
趣
旨
で
開
か
れ
て
い
る
。

　

第
３
回
協
議
会
は
東
京（
高
尾
の
森
）

か
ら
河
西
代
表
を
は
じ
め
６
名
、
千
葉

か
ら
篠
崎
支
部
長
、
岐
阜
（
権
現
の
森
） 目　　次

日本山岳会の森づくりとは――
名古屋で開かれた連絡協議会と
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堀田弥一名誉会員の百賀を祝う ･･･ ６
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　究極の歩行法を開発
活動報告 ･････････････････････ １０
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博物館訪問 ････････････････････ １９
　田淵行男記念館

�日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
　月・火・木  ････････････ 10～20時
　水・金  ････････････････ 13～20時
　第２、第４土曜日  ･･････････ 閉室
　第1、第3、第5土曜日  ･･･ 10～18時

　

第
３
回
森
づ
く
り
連
絡
協
議
会
が
、

２
月　

日
、
東
海
支
部
で
開
催
さ
れ
た
。

２８

森
づ
く
り
連
絡
協
議
会
は　

年
１
月
、

０８

東
海
支
部 
猿  
投 
の
森
づ
く
り
の
会
の
呼

さ 
な
げ

び
か
け
で
始
ま
り
、
同
年
８
月
、
岐
阜

支
部
で
２
回
目
が
開
催
さ
れ
た
の
に
続

く
も
の
。
山
岳
環
境
保
全
に
貢
献
す
る

日
本
山
岳
会
の
森
づ
く
り
と
は
―
―

名
古
屋
で
開
か
れ
た
連
絡
協
議
会
と

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
の
現
況

第
３
回
森
づ
く
り
連
絡
協
議
会
開
催

日
本
山
岳
会
の
い
く
つ
か
の
支
部
で
森
づ
く
り
活
動
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
環

境
保
全
に
則
し
た
森
づ
く
り
は
促
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
い
く
つ
か
の
問
題
点

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
支
部
間
の
情
報
交
換
を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
連
絡
協
議
会
の
報
告
を
、
猿
投
の
森
づ
く
り
の
会
・
小
川
副
代
表
に
、
自
然
保
護
委

員
会
と
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
の
現
況
報
告
を
成
川
常
務
理
事
に
し
て
も
ら
っ
た
。
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を
残
す
た
め
に
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
吉
永
常
務
理

事
は
理
事
会
な
ど
で
検
討
す
る
こ
と
を

約
束
し
た
。

新
し
い
法
人
制
度
へ
の
対
応

　

吉
永
常
務
理
事
か
ら
「
現
時
点
で
公

益
法
人
、
一
般
法
人
、
ど
ち
ら
を
選
択

す
る
か
決
め
て
い
な
い
が
、
ど
ち
ら
に

し
て
も
森
づ
く
り
が
山
岳
会
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
だ
と
い
う
認
識
で
進
ん
で

い
る
」
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。

支
部
へ
の
森
づ
く
り
助
成

　

各
支
部
が
行
な
う
森
づ
く
り
事
業
に
、

本
部
か
ら
助
成
金
を
出
す
べ
き
だ
な
ど
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
。

「
企
画
を
出
し
て
き
た
支
部
に
は
援
助

を
す
べ
き
で
あ
る
」

「
各
支
部
が
次
々
と
申
請
す
る
と
、
本

部
の
蓄
え
は
す
ぐ
な
く
な
る
。
各
支
部

で
調
達
す
べ
き
で
あ
る
」

「
具
体
的
な
案
が
あ
る
場
合
は
申
請
す

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
助
成
金
に
よ
っ

て
支
部
の
自
主
性
が
損
な
わ
れ
て
は
い

け
な
い
」

「
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
匹
敵
す
る
C
O

P　

に
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
名
前
で
参
加
し
、

１０
経
費
等
を
分
担
・
確
保
し
、
支
部
が
実

施
面
を
担
当
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
」

・
関
西
支
部
（
秦
会
員
）

　

六
甲
の
「
お
た
ふ
く
山
」
で
、
草
原

の
復
元
活
動
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

ス
ス
キ
原
か
ら
、
ネ
ザ
サ
に
移
行
し
た

草
原
に
手
を
加
え
、
も
と
の
ス
ス
キ
原

に
戻
す
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
９
回
の
作

業
に
、
毎
回
７
、
８
名
の
関
西
支
部
員

が
参
加
し
て
い
る
。

・
京
都
支
部
（
明
井
会
員
）

　

現
在
、
森
林
の
勉
強
を
し
な
が
ら
、

森
づ
く
り
活
動
を
琵
琶
湖
周
辺
で
開
始

す
る
た
め
の
候
補
地
を
探
し
て
い
る
。

・
広
島
支
部
（
前
垣
会
員
）

　

支
部
と
し
て
で
は
な
い
が
、
西
条
酒

造
協
会
の
自
然
環
境
対
策
運
動
（
山
と

水
の
環
境
機
構
）に
参
加
し
て
い
る（
年

間
５
、
６
回
で
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
は
３
〜　
１０

名
）。
ま
た
、
今
年
も
「
広
島
山
の
日
・

県
民
の
集
い
」
の
実
行
委
員
会
に
加
わ

り
、
開
催
日
の
６
月
７
日
に
向
け
準
備

を
し
て
い
る
。

・
福
井
支
部
（
宮
本
支
部
長
）

　

支
部
と
し
て
の
森
づ
く
り
を
、
越
前

町
糸
生
地
区
の
「 
泰  
澄 
の
杜
」
近
く
の

た
い 
き
ょ
う

町
有
林
で
平
成　

年　

月　

日
に
開
始

２０

１０

２６

し
た
（
約　

名
が
参
加
）。

２０

・
東
海
支
部
（
小
川
）

　

平
成　

年
度
は
、
定
例
作
業
、
臨
時

２０

作
業
あ
わ
せ
て　

回
実
施
し
、
延
べ
６

３３

４
７
名
が
参
加
し
た
。
今
後
の
予
定
と

し
て
来
年　

月
に
愛
知
・
名
古
屋
で
開

１０

催
さ
れ
る
「
C
O
P　

」（
生
物
多
様
性

１０

条
約
第　

回
締
約
国
会
議
）
で
パ
ー
ト

１０

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
を
行
な
い
た
い
。
具

体
的
に
は
①
６
人
の
生
態
学
者
に
よ
る

講
演
と
観
察
会
、
②
森
の
幼
稚
園
の
開

園
、
③
森
の
音
楽
会
の
開
催
、
④
C
O

P　

記
念
森
林
観
察
道
の
作
設
、
以
上

１０
４
つ
の
企
画
を
考
え
て
い
る
（
会
員
１

１
０
名
、
う
ち
支
部
・
支
部
友
会
員　
７０

名
）。

　

こ
の
企
画
に
対
し
広
島
支
部
の
前
垣

会
員
を
は
じ
め
多
く
の
参
加
者
か
ら
、

「
C
O
P　

」
は
国
の
事
業
で
あ
る
こ

１０

と
か
ら
、
山
岳
会
と
し
て
も
こ
の
企
画

を
本
部
主
催
、
支
部
主
管
の
事
業
と
す

る
方
が
、
経
費
確
保
や
公
益
事
業
実
績

　

な
ど
、
本
議
題
に
は
各
支
部
か
ら
多

く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
統
一
し
た

結
論
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

自
然
保
護
委
員
会
と
高
尾
の
森
づ
く
り

の
会

　

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
か
ら
次
の
よ

う
な
状
況
報
告
が
あ
っ
た
。

「
こ
の
２
年
、
急
に
高
尾
の
森
づ
く
り

に
対
す
る
統
制
が
強
く
な
っ
て
き
た
。

す
で
に
２
回
に
わ
た
り
、
自
然
保
護
委

員
会
と
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
の
間
で

話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
最
近

も
、
会
長
名
で
会
運
営
に
対
す
る
『
指

示
書
』
が
送
ら
れ
て
き
た
。
厳
し
い
内

容
で
、
対
応
を
検
討
し
て
い
る
」（
３
㌻

参
照
）

　

な
お
、
篠
崎
会
員
（
自
然
保
護
委
員

会
委
員
）
か
ら
、
去
年
８
月
の
全
国
支

部
長
会
で
私
案
と
し
て
示
さ
れ
た
「
森

づ
く
り
委
員
会
設
置
案
」（
本
部
に
新

設
）
の
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
が
行

な
わ
れ
た
。

　

東
海
支
部
の
場
合
、
組
織
的
な
位
置

づ
け
と
し
て
は
す
で
に
支
部
友
会
と
い

う
お
手
本
が
あ
り
、
そ
れ
に
準
じ
て
、

猿
投
の
森
づ
く
り
の
会
も
組
織
に
組
み

込
ま
れ
た
、
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
「
篠
崎
案
に
賛
成
す
る
。
自
然

保
護
委
員
会
が
森
づ
く
り
の
会
を
統
括

活発な意見が交わされた森づくり連絡協議会
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当
会
の
自
然
保
護
委
員
会
と
高
尾
の

森
づ
く
り
の
会
の
間
で
、
組
織
運
営
を

め
ぐ
る
見
解
の
相
違
か
ら
対
立
が
深
ま

り
、
こ
こ
２
年
ほ
ど
は
事
務
連
絡
も
滞

る
な
ど
不
正
常
な
状
態
が
続
い
て
い
た
。

当
事
者
間
の
話
し
合
い
が
つ
か
な
い
た

め
理
事
レ
ベ
ル
で
調
整
に
乗
り
出
し
た

結
果
、
こ
の
ほ
ど
運
営
正
常
化
に
向
け

て
基
本
的
な
合
意
が
得
ら
れ
た
。

長
に
転
じ
て
い
た
山
川
陽
一
氏
（　

年
０７

６
月
か
ら
は
自
然
保
護
委
員
会
担
当
理

事
）
と
、「
高
尾
の
森
」
の
河
西
代
表
、

 
龍 
久
仁
人
事
務
局
長
ら
幹
部
と
の
、会

り
ゅ
う

の
運
営
を
巡
る
対
立
で
あ
る
。

　

山
川
氏
は
組
織
上「
高
尾
の
森
の
会
」

の
活
動
を
所
管
す
る
立
場
か
ら
、
必
要

な
事
務
手
続
き
の
履
行
、
報
告
の
義
務

な
ど
、
組
織
の
一
員
と
し
て
守
る
べ
き

ル
ー
ル
の
順
守
を
主
張
し
た
。
一
方
の

河
西
氏
ら
は
、
こ
れ
を
現
場
に
対
す
る

統
制
強
化
だ
と
反
発
し
、
実
働
集
団
と

し
て
の
自
主
的
な
運
営
を
強
調
し
た
。

　
　

年
５
月
に
開
か
れ
た
自
然
保
護
委

０７
員
会
で
は
対
立
が
頂
点
に
達
し
、
も
は

や
話
し
合
い
と
か
議
論
の
場
で
は
な
く

な
っ
た
。
感
情
的
と
も
い
え
る
対
立
が

高尾の森づくりの会が行なっている下草刈り

「
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
」
運
営
正
常
化
で
確
認
書

　

す
で
に
森
づ
く
り
活
動
が
定
着
し
て

い
る
支
部
や
森
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加

を
検
討
し
て
い
る
支
部
も
幾
つ
か
あ
る

な
か
で
、「
自
然
保
護
委
員
会
」「
高
尾

の
森
づ
く
り
の
会
」
で
何
が
起
き
て
い

た
の
か
経
緯
の
概
略
を
説
明
し
て
お
こ

う
。

森
づ
く
り
活
動
の
ス
タ
ー
ト

　

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
「
森
づ
く
り
」
へ
の
取
り

組
み
は　

年
前
、
自
然
保
護
委
員
会
で

１０

河
西
瑛
一
郎
理
事
（
当
時
）
が
自
然
保

護
の
実
践
活
動
を
行
な
う
た
め
の
フ
ィ

ー
ル
ド
を
持
ち
た
い
と
提
唱
し
て
始
ま

っ
た
。
東
京
近
郊
で
大
勢
が
集
ま
れ
る

場
所
、「 
公 
の
山
」
と
い
う
条
件
で
国

お
お
や
け

有
林
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
林
野
庁
、

森
林
管
理
局
と
折
衝
し
て「
高
尾
の
森
」

の
借
り
受
け
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
際
、

Ｊ
Ａ
Ｃ
だ
け
で
な
く
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
参
加
も
受
け
入
れ
る
と
い
う
条
件

が
つ
い
て
い
た
。

　

２
０
０
０
年　

月
に
は
所
轄
の
森
林

１２

管
理
署
長
と
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
長
の
間
で
協
定

が
結
ば
れ
、
翌
年
春
か
ら
本
格
的
な
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
会
の
名
称
は
、

２
０
０
１
年
５
月
、
所
管
す
る
委
員
会

名
を
入
れ
て
「
日
本
山
岳
会　

自
然
保

護
委
員
会　

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
」

と
定
め
ら
れ
た
。

順
調
な
成
長
か
ら
幹
部
間
の
確
執
へ

　

下
草
刈
り
な
ど
の
森
林
整
備
、
作
業

歩
道
や
標
識
類
の
整
備
、
森
林
教
室
や

自
然
観
察
会
の
開
催
な
ど
、
森
づ
く
り

の
会
の
目
的
に
沿
っ
た
活
動
は
順
調
に

進
み
、
数
年
に
し
て
会
員
も
１
５
０
人

を
超
え
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
員
よ
り
一
般

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
多
い
構
成
と
な

っ
た
。
自
然
保
護
へ
の
関
心
が
高
ま
る

時
代
の
流
れ
に
乗
っ
た
と
い
え
よ
う
。

４
月
恒
例
の
植
樹
祭
に
は
数
百
人
が
集

ま
っ
た
。

　

運
営
資
金
は
公
的
助
成
金
、
企
業
協

力
金
、
法
人
会
費
、
そ
れ
に
個
人
会
員

か
ら
の
年
会
費
（
３
０
０
０
円
）
で
賄

わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
自
然
保
護
委
員
会
と
「
高

尾
の
森
の
会
」
の
間
に
見
解
の
相
違
、

確
執
が
生
じ
は
じ
め
た
。　

年
１
月
ご

０７

ろ
に
は
そ
の
兆
候
が
見
え
る
。「
高
尾
の

森
」
の
事
務
局
長
か
ら
自
然
保
護
委
員

す
る
の
は
無
理
が
あ
る
と
思
う
」「
今
後

も
支
部
長
会
議
な
ど
で
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

　

会
議
の
あ
と
の
連
絡
協
議
会
で
は
、

引
き
続
き
只
木
良
也
名
古
屋
大
学
名
誉

教
授
（
国
民
森
林
会
議
会
長
）
の
講
話

会
が
開
か
れ
、
翌
３
月
１
日
、
猿
投
の

森
を
視
察
し
て
解
散
し
た
。

（
猿
投
の
森
づ
く
り
の
会
副
代
表
・
小
川　
務
）

４月12日、高尾の森で、植樹祭と平行して行なわれた親子森林体験教室
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高
頭
仁
兵
衛
（
た
か
と
う
・
に
へ
い

１
８
７
７
〜
１
９
５
８
）
は
、
明
治　
１０

年
、
越
後
の
豪
農
の
長
男
と
し
て
長
岡

市
深
沢
に
生
ま
れ
た
。
本
名
は 
式 
、
仁

し
ょ
く

兵
衛
は
高
頭
家
当
主
の
世
襲
名
で
あ
る
。

　
　

歳
の
と
き
恩
師
と
初
め
て
弥
彦
山

１３
に
登
り
、
登
山
の
楽
し
さ
を
知
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
明
治　
（
１
９
０
５
）

３８

年
創
立
の
日
本
山
岳
会
発
起
人
７
人
の

う
ち
、
唯
一
人
、
雪
深
い
越
後
の
片
田

舎
か
ら
仲
間
入
り
し
、
創
立
の
中
心
人

物
で
あ
っ
た
小
島
烏
水
と
と
も
に
純
登

山
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
ほ
か
の
発
起

人
は
植
物
愛
好
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

小
島
烏
水
に
続
き
第
二
代
会
長
を
務
め

た
後
、
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
、
昭
和

　

年
、　

歳
で
逝
去
し
た
。
日
本
の
近

３３

８２

代
登
山
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　

特
に
、
草
創
期
の
当
会
の
組
織
化
に

不
可
欠
な
金
銭
面
と
人
員
面
（
会
員
確

保
）
に
対
し
て
強
力
な
支
援
を
さ
れ
て

き
た
。「
向
こ
う　

年
間
、
毎
年
１
０
０

１０

０
円
を
会
に
提
供
す
る
。
た
だ
し
、　
１０

年
経
っ
て
も
自
立
出
来
ね
ば
会
を
解
散

す
る
こ
と
」
を
山
岳
会
と
約
束
し
た
。

当
時
の
会
費
は
１
円
で
あ
る
か
ら
、
１

０
０
０
人
分
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に
当
時
の
米
価　
 
㌔ 
は
約
６
円

６０

で
あ
っ
た
。

「
最
初
の
会
員
名
簿
」（
明
治　

年
３
月

４０

５
日
『
山
岳
』
二
年
一
号
付
録
）
に
よ

る
と
、
全
国
会
員
数
４
１
８
名
中
、
新

潟
県
内
１
１
０
名
は
最
多
の
東
京
市
に

次
い
で
僅
差
の
２
番
目
。
こ
の
１
１
０

名
会
員
一
人
ひ
と
り
を
室
賀
輝
男
・
前

五
代
越
後
支
部
長
が
長
年
追
跡
調
査
し

て
『
越
後
山
岳
・　

号
』
に
発
表
さ
れ

１１

て
い
る
。
ま
さ
に
貴
重
な
資
料
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
新
潟
県
内
の
ほ

と
ん
ど
の
会
員
は
高
頭
翁
周
辺
の
人
脈

に
占
め
ら
れ
て
い
た
。
高
頭
翁
わ
ず
か

　

〜　

歳
の
時
で
あ
る
。
高
頭
翁
が
お

２８

２９

ら
れ
な
か
っ
た
な
ら
、
今
日
の
日
本
山

ヒ
ス
ト
リ
ー

高
頭
仁
兵
衛
翁
の
功
績
と
遺
徳
を
偲
ぶ「
高
頭
祭
」

山
田
一
男

両
者
の
溝
を
深
め
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と

は
「
高
尾
の
森
」
の
一
般
会
員
に
は
余

り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
進
行
し

た
。

　

以
来
、
両
者
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
機
会
は
な
く
、
本
来
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
事
務
連
絡
さ
え
も
途
絶

え
た
。
こ
の
間
、
規
約
改
正
に
よ
っ
て
、

会
の
名
称
か
ら
「
自
然
保
護
委
員
会
」

を
外
す
と
い
う
変
更
が
無
届
で
行
な
わ

れ
た
。

　

会
報
『
山
』　

年　

月
（
７
６
２
）

０８

１１

号
と
同　

月
号
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
欄
に

１２

「
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
」
の
活
動
の

あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
２
人
の
会
員
の
相

反
す
る
意
見
が
掲
載
さ
れ
、
会
報
編
集

委
員
会
に
も
「
事
情
が
よ
く
分
か
ら
な

い
」
と
、
説
明
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
た
。

理
事
会
レ
ベ
ル
の
調
整
と
会
長
指
示

　

昨
年
秋
以
降
、
理
事
会
レ
ベ
ル
で
打

開
策
を
探
り
、
宮
下
会
長
の
指
示
で
調

整
作
業
が
始
ま
っ
た
。
担
当
の
堀
井
昌

子
理
事
ら
が
、
双
方
の
代
表
同
席
で
事

情
聴
取
し
、
ま
ず
は
問
題
点
の
把
握
、

整
理
に
努
め
た
。
規
約
改
正
の
届
け
、

名
称
の
変
更
、
契
約
・
協
定
書
等
の
処

理
、
業
務
・
会
計
報
告
な
ど
に
問
題
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

所
管
の
自
然
保
護
委
員
会
を
無
視
し

て
運
営
が
行
な
わ
れ
て
い
る
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
同
時
に
そ
れ
ら
を
放

置
し
て
い
た
自
然
保
護
委
員
会
の
責
任

が
問
わ
れ
、
理
事
会
で
も
対
応
の
遅
れ

が
反
省
さ
れ
た
。

　

今
年
２
月
、
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会

に
対
し
宮
下
会
長
名
で
「
順
守
・
改
善

指
示
書
」
が
出
さ
れ
た
。
自
然
保
護
委

員
会
の
管
轄
の
下
に
活
動
す
る
こ
と
の

確
認
を
求
め
、
報
告
・
承
認
事
項
を
指

示
す
る
文
書
で
、
人
事
、
安
全
確
保
、

営
利
活
動
の
規
制
、
罰
則
規
定
に
ま
で

踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
る
。

　

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
か
ら
、
３
月

末
に
な
っ
て
順
守
・
改
善
指
示
書
の
大

筋
を
受
け
入
れ
る
回
答
書
が
書
面
で
送

ら
れ
て
き
た
。
自
然
保
護
委
員
会
の
所

管
の
も
と
に
活
動
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

　

今
後
、
具
体
的
に
詰
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
は
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
が
、

運
営
正
常
化
へ
確
実
な
歩
み
を
踏
み
出

し
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。「
高
尾
の

森
」
だ
け
で
な
く
、
各
地
域
、
各
支
部

の
「
森
づ
く
り
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
、

支
部
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
日
本

山
岳
会
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
常
務
理
事
・
成
川
隆
顕
）

創立会員の１人、高頭仁兵衛
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岳
会
は
存
続
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
い
ま
だ
不
滅
の
日
本
最
初

の
山
岳
辞
典
『
日
本
山
嶽
志
』（
１
４
０

０
㌻
、
収
録
山
数
２
２
０
０
、
明
治　
３９

年
刊
）
を
６
年
が
か
り
で
編
集
。
日
本

ア
ル
プ
ス
は
じ
め
全
国
の
山
々
や
平
ヶ

岳
初
登
頂
な
ど
多
く
の
登
山
記
録
を
残

さ
れ
、
山
岳
信
仰
や
一
部
資
産
階
級
の

道
楽
で
し
か
な
か
っ
た
山
を
大
衆
に
普

及
さ
せ
た
功
績
が
あ
る
。

　

ま
た
、
地
元
に
あ
っ
て
は
農
業
、
青

少
年
の
育
成
、
産
業
・
教
育
の
振
興
に

も
多
大
な
援
助
を
さ
れ
、
村
人
は
そ
の

謝
恩
の
碑
を
邸
前
に
建
立
す
る
こ
と
に

寿像碑前に多数の岳人が参集して遺徳を偲んだ第50回高頭祭

の
高
頭
祭
（
発
起
人
・
二
代
会
長
）
の

ほ
か
に
、
山
梨
支
部
の
木
暮
祭
（
三
代

会
長
）、京
都
支
部
の
今
西
レ
リ
ー
フ
祭

（
十
二
代
会
長
）
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

　

き
た
る
平
成　

年
７
月　

日
は
土
曜

２１

２５

日
。
寿
像
建
立
し
て　

年
、
高
頭
祭
は

５９

　

回
を
迎
え
る
。
高
頭
翁
の
遺
徳
を
偲

５２び
、
今
年
も
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

な
っ
た
。

　

平
成　

（
２
０
０
７
）
年
７
月　

日

１９

２５

開
催
さ
れ
た
「
高
頭
仁
兵
衛
翁
寿
像
碑

前
祭
」、
す
な
わ
ち
「
高
頭
祭
」
は　

回
５０

を
迎
え
た
。
そ
し
て
記
念
誌
『
第　

回
５０

記
念
・
写
真
で
み
る
高
頭
祭
の
あ
ゆ
み
』

が
越
後
支
部
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い
る
。

昭
和　

年
、
寿
像
建
立
か
ら　

年
、
第

２５

５７

１
回
か
ら
の
半
世
紀
余
の
歴
史
が
写
真

と
資
料
で
ま
と
め
ら
れ
、
来
訪
の
歴
代

会
長
と
役
員
多
数
の
名
も
記
さ
れ
て
、

誠
に
意
義
深
い
貴
重
な
記
念
誌
と
し
て

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

高
頭
翁
寿
像
碑
建
立
は
、
偉
大
な
る

翁
の
功
徳
を
後
世
に
伝
承
す
る
た
め
藤

島
玄
・
初
代
越
後
支
部
長
の
熱
意
と
執

念
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和　

年
５
月
、
越
後
一
宮
弥
彦
神
社

２５

で
除
幕
式
、
７
月
、
弥
彦
山
頂
で
竣
工

式
が
執
り
行
な
わ
れ
、　

年
後
の　

年

１０

３５

５
月
に
名
誉
会
員
、
冠
松
次
郎
翁
を
迎

え
て
現
大
平
山
に
寿
像
を
移
築
し
た
。

　

高
頭
祭
の
開
催
は
、
初
期
の
こ
ろ
は

不
定
期
で
、
４
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た

昭
和　

年
の
第　

回
か
ら
毎
年
５
月
実

４２

１０

施
に
定
例
化
さ
れ
た
。
そ
の
後
、　

年
４８

か
ら
弥
彦
神
社
灯
籠
神
事
に
協
賛
の

「
弥
彦
山
松
明
登
山
祭
」
と
併
催
す
る

こ
と
と
な
り
、
７
月　

日
に
変
更
し
、

２５

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

碑
前
に
は
支
部
会
員
は
じ
め
近
郷
岳

人
た
ち
が
多
数
参
集
し
て
翁
の
遺
徳
を

偲
び
、
参
加
者
同
志
の
親
睦
も
深
め
て

い
る
。
そ
し
て
、
弥
彦
山
頂
の
松
明
登

山
祭
に
合
流
し
て
松
明
を
掲
げ
て
下
山

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
半
世
紀

以
上
も
継
続
で
き
て
い
る
の
は
、
歴
代

越
後
支
部
長
と
支
部
会
員
、
特
に
長
年

尽
力
さ
れ
て
い
る
弥
彦
山
麓
と
近
郷
在

住
会
員
の
お
か
げ
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
、
全
国
各
地
で
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
当
会
創
立
発

起
人
や
歴
代
会
長
の
遺
徳
を
偲
ぶ
こ
の

よ
う
な
行
事
は
数
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
の
は
越
後
支
部

１９１２年、ウェストンの招待会で。左端に出席した高頭の顔が見える
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春
爛
漫
の
３
月　

日
、
堀
田
弥
一
氏

２１

の
百
賀
を
祝
う
会
を
開
催
し
た
。
会
場

は
堀
田
氏
の
母
校
、
立
教
大
学
校
内
の

建
築
百
年
を
越
え
る
第
一
学
生
食
堂
で

あ
る
。
堀
田
氏
は
、
１
９
３
６
（
昭
和

　

）
年
に
日
本
人
で
初
め
て
の
ヒ
マ
ラ

１１ヤ
遠
征
（
立
教
隊
）
の
隊
長
を
務
め
、

ナ
ン
ダ
・
コ
ッ
ト
峰
（
６
８
６
７
㍍
）

に
初
登
頂
を
果
た
し
た
。

　

祝
賀
会
当
日
は
、
当
会
の
宮
下
秀
樹

会
長
は
じ
め
関
係
者
各
位
と
立
教
大
学

山
友
会
な
ど
か
ら　

名
を
超
え
る
方
々

７０

が
参
加
。
１
月
末
に
め
で
た
く
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
た
堀
田
氏
の
長
寿
を
お

祝
い
し
た
。
ま
ず
、
立
教
大
学
の
大
橋

英
五
総
長（
元
立
教
大
学
山
岳
部
部
長
）

が
祝
辞
を
述
べ
た
。
次
に
、
当
会
の
宮

下
会
長
が
「
初
め
て
１
０
０
歳
を
超
え

る
方
と
握
手
し
た
が
、
余
り
に
も
力
強

い
の
で
驚
い
た
」
と
会
場
の
笑
い
を
誘

い
つ
つ
、
堀
田
氏
の
日
本
の
登
山
界
に

お
け
る
功
績
を
称
え
た
。

　

お
礼
の
挨
拶
に
立
っ
た
堀
田
氏
は
、

左
手
に
杖
、
右
手
に
マ
イ
ク
を
持
ち
な

が
ら
、「
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
な
ど
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
原
書
の
報

告
書
を
胸
お
ど
ら
せ
な
が
ら
読
み
、
ナ

ン
ダ
・
コ
ッ
ト
へ
と
つ
な
げ
て
い
っ
た
。

登
山
の
経
験
を
積
め
ば
雪
崩
な
ど
の
危

険
を
避
け
ら
れ
る
。　

歳
ま
で
は
歩
い

９７

て
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
た
。
最
近
は
カ
ー

ト
を
使
う
の
で
足
が
弱
っ
た
」
な
ど
の

話
を
、
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
な
が
ら

　

分
以
上
も
熱
く
語
っ
た
。
挨
拶
の
最

１５後
に
は
「
次
に
会
う
の
は
私
の
告
別
式

で
し
ょ
う
。
そ
の
時
は
皆
さ
ん
の
顔
を

ゆ
っ
く
り
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
今
日
は

し
っ
か
り
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
」
と
、

満
面
の
笑
み
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

締
め
く
く
り
、
再
び
会
場
の
笑
い
を
誘

っ
た
。

　

次
に
、
当
会
か
ら
は
小
倉
董
子
さ
ん
、

立
教
か
ら
は
山
岳
部
の
現
役
女
子
部
員

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

乾
杯
の
音
頭
は
、
当
会
会
員
の
小
原
晴

子
さ
ん
に
し
て
い
た
だ
い
た
。
小
原
さ

ん
は
、
堀
田
さ
ん
と
一
緒
に
ナ
ン
ダ
・

コ
ッ
ト
に
登
頂
し
た
故
・
小
原
勝
郎
さ

ん
の
奥
様
で
、「
召
集
令
状
が
堀
田
さ
ん

と
小
原
に
来
た
時
に
箱
根
の
富
士
屋
ホ

テ
ル
に
２
泊
し
て
別
れ
を
惜
し
ん
だ
」

と
、
当
時
の
思
い
出
を
披
露
、
全
員
で

元
気
に
乾
杯
、
懇
談
に
移
っ
た
。

　

ビ
ー
ル
の
グ
ラ
ス
を
手
に
椅
子
に
座

っ
た
堀
田
さ
ん
の
周
り
に
は
、
最
近
の

ガ
ル
ワ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
様
子
を
報

告
す
る
人
、
会
社
の
先
輩
に
ナ
ン
ダ
・

コ
ッ
ト
登
頂
の
隊
員
が
い
た
こ
と
を
話

す
人
、
共
通
の
知
人
の
現
況
を
情
報
交

換
す
る
人
な
ど
な
ど
…
…
。
入
れ
替
り

立
ち
代
り
懇
談
・
写
真
撮
影
と
大
勢
の

方
々
が
取
り
囲
み
、
歓
談
が
続
い
た
。

　

わ
れ
わ
れ
立
教
大
学
山
岳
部
の
世
代

に
と
っ
て
、
堀
田
先
輩
は
雲
の
上
の
存

在
、
近
寄
り
が
た
い
威
圧
感
の
あ
る
方

で
あ
っ
た
。
そ
の
先
輩
は
、
終
始
笑
顔

で
皆
さ
ん
と
楽
し
そ
う
に
対
応
さ
れ
て

い
た
。そ
の
様
子
を
拝
見
し
な
が
ら
、思

い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
駆
け
巡
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
会
の
副
会
長
で
立
教
山

友
会
の
鰺
坂
青
青
氏
が
、
１
９
８
８
年

の
三
国
合
同
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
の
時

に
中
国
側
か
ら
空
撮
し
た
写
真
を
記
念

品
と
し
て
贈
呈
し
た
。
続
い
て
、
校
内

の
芝
生
の
上
で
堀
田
氏
を
中
心
に
記
念

撮
影
を
行
な
い
、
な
ご
り
の
尽
き
な
い

お
祝
い
の
会
を
終
え
た
。

　

今
、
少
人
数
で
気
軽
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
が
行
な
わ
れ
、
８
０
０
０
㍍
峰
か
ら

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
へ
と
日
本
の

ク
ラ
イ
マ
ー
の
活
躍
が
続
い
て
い
る
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
そ
の
足
が
か
り
と
な

る　

年
以
上
前
の
遠
征
隊
を
一
大
学
の

７０
ク
ラ
ブ
が
組
織
し
、
初
登
頂
し
た
の
だ
。

そ
の
遠
征
と
登
頂
の
意
義
を
改
め
て
考

え
る
と
き
、
堀
田
先
輩
へ
の
尊
敬
の
念

が
沸
々
と
わ
き
あ
が
り
、
益
々
の
長
寿

を
祈
念
す
る
一
日
で
あ
っ
た
。

ピ
ー
プ
ル

堀
田
弥
一
名
誉
会
員
の
百
賀
を
祝
う

今
村
千
秋

背筋をピンと伸ばして挨拶する堀田弥一名誉会員
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ト
ラ
ベ
ル

Ａ
Ｃ
名
誉
会
員
認
証
へ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅（
そ
の
２
）

中
村　
保

２
月　

〜　

日
（
湖
水
地
方
）、
へ
ス

１６

１８

ケ
ッ
ト
と
い
う
歴
史
の
あ
る
村
に
住
む

ダ
グ
・
ス
コ
ッ
ト
の
家
に
世
話
に
な
る
。

周
囲
は
牧
場
と
畑
、
半
野
生
の
ウ
マ
や

シ
カ
が
い
る
。
キ
ツ
ネ
狩
り
も
行
な
わ

れ
て
い
る
。
奥
さ
ん
の
ト
ゥ
リ
ッ
シ
ュ

が
よ
く
気
を
遣
っ
て
く
れ
た
。

ダ
グ
は
ネ
パ
ー
ル
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
主
宰
し
、
学
校
、
医
療
な
ど

　

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
お
り
、

４０講
演
の
収
益
は
ネ
パ
ー
ル
で
の
活
動
費

に
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
。
ペ
ン
リ
ス
の
ホ

テ
ル
で
催
さ
れ
た
講
演
に
は
１
２
０
名

以
上
が
出
席
、
大
盛
況
だ
っ
た
。
ダ
グ

は
、
１
年
間
中
断
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス

の
黄
金
の
ピ
ッ
ケ
ル
賞
の
審
査
委
員
長

を
引
き
受
け
て
い
る
。「
登
山
は
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
な
い
の
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
よ
う
に
優
勝
者
を
決
め
る
必

要
は
な
い
」
と
、
登
山
哲
学
を
語
っ
て

く
れ
た
。
登
山
界
に
お
け
る
ダ
グ
の
影

響
力
は
大
き
い
。
優
れ
た
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
幾
つ
か
推
賞
す
る
方
式
に
な
る
だ

ろ
う
。
日
本
隊
の
昨
年
の
成
果
を
大
い

に
評
価
し
て
い
た
。

ン
・
フ
レ
イ
に
世
話
に
な
る
。
奥
さ
ん

は
漢
族
だ
が
ウ
ル
ム
チ
出
身
、
新
疆
山

岳
協
会
で
働
い
て
い
た
。

英
国
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
友
人
ら

の
好
意
に
甘
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
休

日
を
楽
し
み
、
３
週
間
の
旅
を
終
え
た
。

リ
ッ
ジ
大
学
山
岳
部
の
現
在
の
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
メ
ン
バ
ー
は　

名
ぐ
ら
い
だ
と

３０

い
う
。　

２
月　

〜　

日
（
ダ
ブ
リ
ン
、
ハ
ン

２０

２７

ブ
ル
ク
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
）、
U
I
A
A
年

次
総
会
で
親
し
く
な
っ
た
ダ
ブ
リ
ン

（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
在
住
の
ジ
ョ
ス
・

ナ
イ
ラ
ム
の
依
頼
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

山
岳
協
会
が
準
備
し
た
ホ
テ
ル
の
ホ
ー

ル
で
講
演
を
し
た
。　

名
ほ
ど
が
出
席
。

７０

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
は
山
岳
ク
ラ
ブ
と
し

て
ジ
ョ
ス
も
創
立
に
か
か
わ
っ
た
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
・
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
リ
ン
グ
・

ク
ラ
ブ
（
１
９
４
９
年
創
立
）
が
あ
り
、

現
在
２
５
０
名
ほ
ど
の
会
員
が
い
る
と

い
う
。　　

ハ
ン
ブ
ル
ク
（
ド
イ
ツ
）
に
は
３
日

間
滞
在
、『
チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
』
の

英
語
版
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
な
う
。
３

分
冊
と
し
範
囲
も
四
川
、
青
海
省
の
揚

子
江
源
流
ま
で
カ
バ
ー
す
る
。
第
１
巻

は「
念
青
唐
古
拉
山
東
部
と
崗
日
�
布
」

で
、
来
春
、
出
版
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
引
き
続
き
半
年
ご
と
に
出
す

予
定
で
あ
る
。

　

日
か
ら　

日
ま
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

２５

２７

（
ス
イ
ス
）
に
滞
在
。
友
人
で
あ
る
ス

イ
ス
の
大
手
投
資
銀
行
U
B
S
の
ア
ナ

リ
ス
ト
で
、
ス
イ
ス
山
岳
ガ
イ
ド
組
合

の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
ク
リ
ス
テ
ャ

２
月　

〜　

日
（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
）、

１８

２０

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
は
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
イ

が
迎
え
て
く
れ
た
。
彼
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
出
身
の
退
役
大
佐
で
、
英
国
陸
軍
登

山
隊
で
何
度
も
遠
征
、
１
９
７
０
年
に

は
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
I
峰
の
第
２
登
を
行

な
っ
て
い
る
。
来
年
は
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

I
峰
初
登
頂　

周
年
、
第
２
登　

周
年

６０

４０

を
記
念
し
て
王
立
地
理
学
協
会
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
な
わ
れ
る
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
の
講
演
は
学
生
、

若
者
を
中
心
に
約　

名
ほ
ど
が
出
席
、

５０

活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。
ケ
ン
ブダグ・スコットの家で記念写真におさまる中村名誉会員
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会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳句、短歌、詩などを掲載する

ページです。どしどしご投稿く

ださい。（紙面に限りがありま

すので、１点につき1000字程

度でお願いします） 

東西 
南北 

　
 
六  
鵜 

ろ
く 
う 
保 
は
大
分
県
長
洲
町
（
現
・
宇

た
も
つ

佐
市
）
の
旧
家
に
生
ま
れ
、
１
９
０
８

（
明
治　

）
年
、
山
口
高
等
商
業
学
校
第

４１

一
期
生
と
し
て
卒
業
、
三
井
物
産
に
入

社
し
た
。

　
 
南 みな 
方  
熊  
楠 
は
、
１
８
８
６
（
明
治　

）

か
た 
く
ま 
ぐ
す

１９

年
か
ら
ア
メ
リ
カ
、
１
８
９
２（
明
治

　

）
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
。
神
社

２５合
祀
反
対
で
社
叢
の
天
然
記
念
物
を
守

り
、
隣
家
と
の
争
い
か
ら
「
日
照
権
」

を
確
立
し
た
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
先
駆
者

で
も
あ
る
。

　

合
祀
反
対
運
動
に
伴
い
、
１
９
０
８

（
明
治　

）
年
の
『
山
岳
』
六
年
三
号

４１

に
「
祖
国
山
川
森
林
の
荒
廃
」、
翌
年
の

七
年
一
号
に
「
森
林
濫
伐
と
山
川
の
荒

廃
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
非
会
員
で
あ

っ
た
が
、
編
集
の
小
島
烏
水
の
見
解
で

掲
載
さ
れ
た
。

　

六
鵜
と
熊
楠
の
交
際
は
、
熊
楠
の
論

文
を
六
鵜
が
読
ん
で
感
嘆
し
た
こ
と
を

機
に
、
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
に
文

通
が
始
ま
っ
た
。
六
鵜
は
、
植
物
学
と

民
俗
学
で
熊
楠
の
協
力
者
と
し
て
充
分

に
学
識
を
備
え
て
い
た
。
２
人
は
１
９

１
７
（
大
正
６
）
年
６
月
、
和
歌
山
県

田
辺
で
会
っ
た
。
熊
楠
は
そ
の
時
の
印

象
を
「
六
鵜
は　

歳
な
り
し
が
、　

、

３２

１８

９
に
見
え
た
。
諸
種
の
運
動
の
達
人
、

古
ギ
リ
シ
ャ
の
彫
刻
に
見
る
如
き
体
格

で
、
本
邦
で
多
く
見
ぬ
美
丈
夫
だ
」
と

記
し
、
六
鵜
の
眉
目
秀
麗
に
驚
い
て
い

る
。
熊
楠
は
、
柳
田
國
男
が
交
通
不
便

を
乗
り
越
え
て
、
田
辺
に
会
い
に
来
た

の
に
、
布
団
を
か
ぶ
っ
て
顔
も
見
な
い

で
話
を
し
た
と
い
う
ほ
ど
の
対
人
恐
怖

症
で
あ
っ
た
の
に
、
初
対
面
の
六
鵜
を

気
に
入
る
と
は
不
思
議
な
こ
と
だ
。

　

六
鵜
は
、
日
本
山
岳
会
に
は
１
９
１

８
（
大
正
７
）
年
５
月
入
会
。
紹
介
者

は
服
部
正
と
何
英
吉
で
、
会
員
番
号
６

六
鵜
保
と
南
方
熊
楠

井
上　
佑

０
８
で
あ
る
。
１
９
２
３
（
大
正　

）
１２

年
に
は
幹
事
に
な
り
、
記
録
を
担
当
し

て
い
る
。
故
郷
は
周
防
灘
に
面
し
た
海

辺
で
あ
り
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
山
に
親

し
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
山
口
高
商
の

学
生
時
代
に 
鳳  
翩 
山
に
登
り
、
植
物
と

ほ
う 
べ
ん

山
の
楽
し
み
を
覚
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

熊
楠
は
１
９
２
２
（
大
正　

）
年
３

１１

月
に
上
京
す
る
。「
南
方
植
物
研
究
所
」

設
置
の
寄
付
集
め
が
目
的
で
あ
っ
た
。

７
月　

日
か
ら
８
月
７
日
に
か
け
熊
楠
、

１７

 
上  
松 
う
え 
ま
つ 

蓊 
、
平
松
大
三
朗
、
六
鵜
の
４
人

し
げ
る

は
日
光
へ
植
物
採
集
に
で
か
け
た
。
上

松
、
平
松
、
六
鵜
の
３
人
が
採
集
し
た

多
く
の
標
品
を
、
熊
楠
が
中
禅
寺
湖
畔

の
旅
館
で
写
生
し
た
。
ま
た
六
鵜
は
大

谷
川
に
入
り
、
紫
稍
花
（
淡
水
の
海
綿
）

を
採
集
し
た
。
こ
の
間
、
六
鵜
は
日
本

橋
の
三
井
物
産
石
炭
購
入
部
次
長
の
職

を
休
み
、
そ
の
後
、
退
職
。
退
職
後
、

東
京
の
植
物
を
採
集
し
て
送
り
、
熊
楠

か
ら
震
災
前
の
貴
重
な
粘
菌
、
と
感
謝

さ
れ
た
。

　

六
鵜
は
１
９
２
３
（
大
正　

）
年
９

１２

月
、
関
東
大
震
災
を
機
に
帰
郷
し
て
郵

便
局
長
を
勤
め
た
と
い
う
。
地
方
の
知

識
人
と
し
て
新
聞
記
者
ら
と
の
交
流
が

あ
り
、
登
山
家
で
も
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
分
野
で
の
後
進
の
指
導
を
行
な
っ
た
。

熊
楠
に
は
住
所
も
教
え
ず
、
連
絡
を
と

　

３
月　

日
、
静
岡
県
榛
原
郡
川
根
本

２０

町
、
奥
大
井
の
秘
湯
寸
又
峡
温
泉
に
山

岳
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
南
ア
ル

プ
ス
の
静
岡
側
に
出
来
た
初
め
て
の
山

岳
図
書
館
で
あ
る
。
寸
又
峡
温
泉
は
南

ア
前
衛
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
静
寂
の
秘

湯
で
�
美
人
の
湯
�
の
誉
れ
高
い
。

　

南
ア
の
静
岡
県
側
は
ア
プ
ロ
ー
チ
が

長
い
た
め
か
、
訪
れ
る
人
た
ち
も
少
な

く
、
今
後
に
残
さ
れ
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

山
域
の
一
つ
で
あ
る
。
県
庁
所
在
地
の

静
岡
市
葵
区
内
に
３
０
０
０
�
峰
が
８

座
あ
り
、
白
根
三
山
の
間
ノ
岳
頂
上
か

ら
聖
岳
頂
上
ま
で
が
葵
区
に
属
し
て
い

る
。
こ
ん
な
県
庁
所
在
地
が
他
に
あ
る

だ
ろ
う
か
。
そ
の
割
に
は
県
民
の
山
岳

へ
の
関
心
は
薄
い
よ
う
で
あ
る
。

　

昨
夜
来
の
雨
に
け
む
っ
て
い
た
空
も

南
ア
ル
プ
ス
山
岳
図
書
館

山
本
良
三

ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
１
９
２
９
（
昭

和
４
）
年
ま
で
日
本
山
岳
会
に
在
籍
し

て
い
た
。

　

こ
の
年
、
熊
楠
は
植
物
分
布
、
粘
菌

学
を 
神  
島 
と
御
召
艦
「
長
門
」
で
天
皇

か 
し
ま

に
進
講
し
た
。
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落
成
式
の
途
中
で
青
空
と
な
り
、
暖
か

い
陽
光
が
そ
そ
ぐ
気
持
ち
の
良
い
記
念

日
と
な
っ
た
。
数
十
人
の
関
係
者
の
出

席
を
得
て
完
成
し
た
ば
か
り
の
図
書
館

内
は
無
垢
の
杉
、
檜
の
香
り
に
満
ち
て

い
た
。

　
　

余
名
か
ら
の
寄
贈
図
書
は
６
５
０

７０
０
冊
（
雑
誌
を
含
む
）
に
及
び
、
と
り

あ
え
ず
仮
配
架
さ
れ
て
い
た
。
寄
贈
図

書
の
第
一
段
目
の
目
標
は
１
万
冊
で
、

集
本
分
野
は
山
岳
書
を
中
心
に
大
井
川
、

水
利
、
動
物
、
植
物
、
樹
木
、
昆
虫
、

菌
類
、
土
壌
、
地
形
、
地
質
、
民
俗
、

周
辺
の
歴
史
、
紀
行
、
森
の
文
化
、
木

の
文
化
等
に
関
す
る
図
書
ま
で
広
範
囲

に
及
ぶ
。

　

本
館
は
奥
大
井
地
域
活
性
化
対
策
の

一
環
と
し
て
地
元
の
意
向
を
受
け
て
、

静
岡
綜
合
研
究
機
構
の
協
力
を
得
て
、

そ
の
実
現
化
が
特
別
委
員
会
に
て
検
討

さ
れ
、
３
年
の
歳
月
を
要
し
て
完
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
陰
に
は
地
元

で
実
現
化
の
た
め
に
火
の
玉
の
よ
う
に

な
っ
て
推
進
し
た
人
物
が
い
た
。
た
っ

た
一
人
の
力
が
、
周
辺
関
係
者
を
動
か

し
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
よ
り
広
域
の

関
係
者
を
動
か
す
結
果
に
つ
な
が
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
館
は
歩
き
出
し
た
ば
か
り
で
、
す

べ
て
は
こ
れ
か
ら
の
運
営
い
か
ん
に
か

究
極
の
歩
行
法
を
開
発

小
笠
原　
寛

ひ
も
を
付
け
て
引
っ
張
ら
れ
る
車
輪
が

あ
り
、
そ
の
回
転
で
�
ス
ス
ー
�
と
足

が
地
面
を
こ
す
る
感
覚
で
気
持
ち
よ
く

足
を
前
に
出
し
ま
す
。
そ
し
て
腰
が
前

に
移
動
し
て
く
る
と
、
先
行
し
た
脚
に

し
っ
か
り
体
重
を
乗
せ
膝
を
伸
ば
し
ま

す
。
早
歩
き
や
急
な
登
り
で
も
地
面
を

蹴
る
こ
と
な
く
親
指
の
付
け
根
で
押
す

だ
け
で
す
。
上
体
は
左
右
や
前
後
に
揺

れ
ず
正
対
し
た
腰
を
使
っ
た
二
軸
歩
行

で
、
手
は
自
然
に
任
せ
て
意
識
し
て
振

り
ま
せ
ん
。
こ
の
親
指
の
付
け
根
を
意

識
し
た
歩
き
方
は
渉
猟
し
た
範
囲
で
は

な
く
、
八
掛
掌
の
歩
き
方
に
近
い
よ
う

で
す
。
こ
の
歩
行
法
は
ス
ピ
ー
ド
と
バ

ラ
ン
ス
を
改
善
し
ま
す
。

　

自
宅
で
練
習
を
し
、
慣
れ
て
き
た
ら

山
で
、
そ
し
て
ザ
ッ
ク
な
ど
負
担
を
か

け
て
歩
か
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。　
２４

時
間
こ
の
歩
行
を
意
識
す
れ
ば
半
年
も

す
る
と
身
に
つ
く
は
ず
で
す
。
腰
を
使

っ
た
歩
行
は
脳
梗
塞
に
な
っ
た
時
の
リ

ハ
ビ
リ
を
容
易
に
し
ま
す
。

　

若
い
時
に
山
に
習
熟
さ
れ
た
人
は
こ

の
よ
う
な
歩
き
方
に
近
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
そ
れ
ほ
ど
山
に
入
れ
な
か
っ
た

人
、
中
高
年
に
な
っ
て
山
を
始
め
ら
れ

た
人
に
は
、
歩
き
方
の
点
検
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

長
野
県
で
の
２
０
０
８
年
の
山
岳
遭

難
は
１
８
２
件
（
転
落　

件
、
転
倒　

７０

４２

件
）、１
９
９
人（　

歳
以
上
が　

人
）と

６０

９７

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
転
倒
が
多

く
遭
難
に
至
る
の
か
、
残
念
な
数
字
で

す
。

　

私
は
ネ
パ
ー
ル
の
大
学
病
院
で
手
術

指
導
を
す
る
か
た
わ
ら
、
余
暇
に
ヒ
マ

ラ
ヤ
を
延
べ
５
カ
月
歩
い
て
歩
行
法
な

ど
を
研
究
し
て
い
ま
す
。　

歳
に
し
て

５０

心
身
統
一
合
気
道
に
出
合
い
、
バ
ラ
ン

ス
と
呼
吸
法
を
学
び
山
を
再
開
し
た
者

で
す
が
、
私
の
開
発
し
た
歩
行
法
が
少

し
で
も
お
役
に
た
て
れ
ば
と
思
い
投
稿

し
た
次
第
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
ナ
ン
バ
歩
き
」
を
工
夫

し
な
が
ら
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
山

で
は
シ
ェ
ル
パ
の
よ
う
な
歩
幅
や
速
度
、

登
り
の
強
さ
に
は
な
ら
ず
、
な
ぜ
彼
ら

は
柔
ら
か
く
細
い
足
な
の
に
力
強
く
登

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
昨
年
末
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で

新
歩
行
法
に
気
が
つ
き
実
践
し
た
結
果
、

シ
ェ
ル
パ
を
超
え
る
歩
き
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
は
、
わ
ら
草
履
の
鼻
緒
の
親
指

側
を
意
識
す
る
「
新
武
蔵
流
歩
行
法
」

で
、
歩
幅
や
速
度
調
整
が
自
由
自
在
、

省
エ
ネ
、
登
り
だ
け
で
な
く
下
り
や
雪

道
に
も
強
く
、
姿
勢
も
バ
ラ
ン
ス
も
ス

タ
イ
ル
も
よ
く
な
り
、
膝
周
り
の
筋
肉

が
鍛
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

の
歩
行
法
は
、
親
指
の
付
け
根
だ
け
に

集
中
す
れ
ば
よ
く
、
自
然
に
丹
田
が
使

わ
れ
ま
す
の
で
習
得
も
容
易
で
す
。
登

り
は
大
腿
四
頭
筋
の
直
筋
に
頼
ら
ず
筋

肉
を
総
動
員
し
ま
す
の
で
力
強
く
、
下

り
で
は
足
底
が
吸
盤
の
よ
う
に
な
り
、

膝
へ
の
負
担
も
少
な
く
安
定
し
ま
す
。

　

原
理
は
、
四
つ
足
動
物
に
戻
り
大
腿

か
ら
で
な
く
足
か
ら
始
動
す
る
こ
と
で
、

幼
児
の
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
を
発
展
さ
せ
た

も
の
で
す
。
つ
ま
先
を
少
し
開
い
て
立

ち
、
踵
を
少
し
上
げ
て
重
心
が
親
指
の

付
け
根
に
く
る
よ
う
に
し
、
そ
の
感
覚

を
覚
え
ま
す
。
親
指
の
付
け
根
に
ゴ
ム

か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
通
り
一

遍
の
知
恵
程
度
で
は
開
店
休
業
に
な
り

か
ね
な
い
。
多
様
な
人
々
と
の
交
流
の

場
と
な
る
よ
う
に
、
格
段
の
努
力
を
惜

し
ん
で
は
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
、
寸
又

峡
ガ
イ
ド
組
合
の
事
務
所
の
機
能
も
果

た
し
、
長
い
目
に
は
登
山
文
化
の
継
承

と
い
う
役
割
も
果
た
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。
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活 

動 

報 

告 

日本山岳会の 
各委員会、同好会の 
活動報告です 

　

毎
年
、
図
書
交
換
会
の
準
備
は
、
９

月
に
会
員
に
古
書
の
出
品
を
つ
の
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
。
今
回
は　

月
末
ま
で

１０

に　

名
の
会
員
か
ら
、
和
書
４
３
１
点
、

１１
洋
書
７
点
の
計
４
３
８
点
が
集
ま
っ
た
。

図
書
交
換
会
を
再
開
し
た
第　

回
が
４

２４

２
１
点
、
前
回
が
２
１
４
点
。
今
回
は

何
点
集
ま
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い

た
の
だ
が
、
取
り
越
し
苦
労
だ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
出
品
図
書
に
値
段
を
つ
け

て
目
録
を
作
成
し
、
会
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
申
込
み
の
受
付
を
開
始
し
た
。

売
れ
残
り
が
心
配
で
、
申
込
み
が
ど
れ

ぐ
ら
い
あ
る
の
か
、
毎
回
ハ
ラ
ハ
ラ
し

て
い
る
の
だ
が
、
手
紙
や
メ
ー
ル
で　
６３

名
か
ら
申
込
み
が
あ
っ
た
。

　

さ
て
３
月
７
日
、
図
書
交
換
会
を
開

催
。
当
日
は　

名
の
参
加
が
あ
り
、
事

３０

前
の
申
込
み
者
と
合
わ
せ
る
と　

名
の

９０

参
加
と
い
え
る
。
目
録
で
目
星
は
つ
け

て
い
る
の
だ
が
、
本
の
実
物
を
見
る
と

ほ
し
く
な
る
の
が
「
本
好
き
」
だ
。
参

加
者
一
同
、
並
ん
だ
本
を
じ
っ
く
り
手

に
と
っ
て
眺
め
る
。

　

今
回
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
６
点
の
入
札
結

果
を
報
告
さ
せ
て
も
ら
う
。

三
田
幸
夫
著
『
わ
が
登
高
行　

上
・
下
』

（
特
装
本
）
入
札
価
格
３
万
円
、
島
田

巽
著
『
山
稜
の
読
書
家
』（
特
装
本
）
入

札
価
格
１
万
円
、
島
田
巽
著
『
山
・
人
・

本
』（
特
装
本
）
入
札
価
格
１
万
５
５
０

０
円
、
坂
本
直
行
著
『
雪
原
の
足
あ
と
』

（
特
装
本
）
入
札
価
格
３
万
８
０
０
０

円
、
本
多
勝
一
著
『
初
め
て
の
山
』（
特

装
本
）
入
札
価
格
１
万
５
１
０
０
円
、

木
暮
理
太
郎
著
『
山
の
憶
ひ
出　

上
・

下
』（
初
版
本
）
入
札
価
格
１
万
６
５
０

０
円
。

　

今
回
は
一
挙
に
６
点
を
入
札
本
に
し

た
の
だ
が
、
全
点
に
入
札
が
あ
り
、
ひ

と
安
心
。
特
に
『
雪
原
の
足
あ
と
』
に

は
９
名
か
ら
の
入
札
が
あ
り
、
坂
本
直

行
の
人
気
が
今
で
も
衰
え
て
い
な
い
こ

と
を
実
感
し
た
。
ま
た
今
回
の
一
番
人

気
は
『
山
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
』（
創
文
社
）
で
、

　

名
の
応
募
が
あ
っ
た
。『
登
山
史
の
周

２０辺
』『
登
山
史
の
発
掘
』（
と
も
に
山
崎

安
治
著
）、『
山
と
書
物　

正
・
続
』（
小

林
義
正
著
）
も
さ
す
が
に
人
気
が
高
い
。

　

最
終
的
に
は
３
７
４
点
を
販
売
す
る

こ
と
が
で
き
、
無
事
に
図
書
交
換
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
回
に
続
い

て
今
回
も
、
三
島
市
の
長
田
義
則
会
員

か
ら
み
か
ん
が
１
箱
が
届
き
、
参
加
者

一
同
た
い
へ
ん
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
。

長
田
会
員
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申

し
あ
げ
た
い
。

　

図
書
交
換
会
の
終
了
後
に
も
ま
だ
作

業
は
残
っ
て
い
る
。
代
理
で
抽
選
を
し

た
、
当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
へ

の
本
の
発
送
と
代
金
の
回
収
、
そ
し
て

出
品
者
へ
の
支
払
い
（
代
金
の　

㌫
）

８０

だ
。
こ
の
会
報
が
届
く
頃
に
は
、
準
備

か
ら
半
年
か
か
っ
た
こ
の
行
事
も
す
べ

て
終
え
る
。

　

作
業
の
大
変
さ
を
ね
ぎ
ら
っ
て
く
だ

さ
る
声
も
多
い
が
、
３
回
の
図
書
交
換

会
で
、
約
１
０
０
０
点
の
山
の
本
を
実

際
に
手
に
取
っ
て
見
る
機
会
を
得
た
。

こ
の
こ
と
は
何
に
も
増
し
て
大
き
な
財

産
と
な
っ
た
。　　
　　
（
三
好
ま
き
子
）

Ａ
Ａ
Ｃ
ク
ラ
イ
マ
ー
ス
・
ミ
ー
テ
ィ
ン

図
書
委
員
会
―
―
―
―
―
―
―

第　

回
図
書
交
換
会

２６

今回も盛況だった図書交換会

海
外
委
員
会
―
―
―
―
―
―
―
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グ
と
雪
男
探
検
隊

　

２
月　

日
、
海
外
委
員
会
主
催
の
２

１３

つ
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
員
や

会
員
外
を
含
め
て　

名
の
参
加
者
が
あ

３０

り
、
盛
会
と
な
っ
た
。

「
Ａ
Ａ
Ｃ
ク
ラ
イ
マ
ー
ス
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
は
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
が
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
昨
年
は　

月
１０

３
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
に
わ
た

１４

１２

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
タ
州
の
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
・
ク
リ
ー
ク
で
行
な
わ
れ
た
。

日
本
か
ら
は
岡
田
康
さ
ん
、
伊
藤
仰
二

さ
ん
の
２
名
が
参
加
し
、
そ
の
模
様
を

伊
藤
さ
ん
に
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

　

会
場
に
集
ま
っ
た
参
加
者
に
は
聞
き

慣
れ
な
い
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
用
語
が
多
く
、

か
つ
て
の
「
登
攀
」
と
は
様
変
わ
り
し

た
様
子
を
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
実

感
し
て
も
ら
え
た
と
思
う
。「
こ
ん
な
登

り
方
も
あ
る
ん
だ
…
…
」
と
思
わ
せ
る

報
告
だ
っ
た
。

　

な
お
、
今
回
参
加
し
た
２
名
の
渡
航

費
に
つ
い
て
は
、
日
本
山
岳
会
か
ら
支

援
し
て
も
ら
っ
た
。
今
後
も
若
い
会
員

が
こ
の
よ
う
な
集
会
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
支
援
を
続
け
た
い
と
思
う
。

　
「
雪
男
探
検
隊
」
は
、
海
外
委
員
会
の

委
員
で
も
あ
る
八
木
原
圀
明
さ
ん
か
ら
、

昨
年
８
月
か
ら　

月
に
か
け
て
行
な
わ

１０

れ
た
第
３
次
捜
索
の
模
様
と
、
こ
れ
ま

で
に
行
な
わ
れ
た
第
１
次
捜
索
（　

年
９４

８
〜
９
月
）、
第
２
次
捜
索
（　

年
８
〜

０３

　

月
）
の
概
要
を
話
し
て
も
ら
っ
た
。

１０
　

捜
索
地
域
は
、
ネ
パ
ー
ル
中
央
部
の

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
山
群
・
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅳ
峰

南
面
。
定
点
カ
メ
ラ
の
設
置
や
迷
彩
テ

ン
ト
の
中
か
ら
息
を
殺
し
て
の
観
察
な

ど
、
苦
労
話
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
報

告
し
て
も
ら
っ
た
。

　

新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ

た
「
足
跡
」
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
説

明
は
な
か
っ
た
が
、
参
加
者
の
な
か
か

ら
�
雪
男
�
の
進
化
の
仮
説
な
ど
の
話

も
あ
り
、
熱
気
を
帯
び
た
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
。「
い
る
わ
け
な
い
」
と
頭
か
ら

否
定
す
る
よ
り
も
、「
い
る
か
も
知
れ
な

い
」
と
思
っ
た
方
が
「
ロ
マ
ン
」
が
あ

る
と
思
う
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
。

（
井
本
重
喜
）

大岩壁を登る各国の参加者

　図書受入報告（2009年３月）

浜島一郎 いざという時に使える!　野外生活の基礎知識 １４３p／１９cm ＪＴＢパブリッシング ２００９ 出版社寄贈

柏澄子 海・山・キャンプ場でアウトドア救急ハンドブック １６１p／１９cm ＪＴＢパブリッシング ２００９ 出版社寄贈

ライチョウ会議（編） 第９回ライチョウ会議新潟大会報告書（２００８年１１月） １３２p／３０cm ライチョウ会議 ２００９ 発行者寄贈

広島山稜会（編） 峠――広島山稜会創立４０周年特集号 ２５８p／３０cm 広島山稜会 ２００９ 発行者寄贈

吉永みち子 怖いもの知らずの女たち ２３７p／２０cm 山と溪谷社 ２００９ 出版社寄贈

権藤司（編） 山から始まる自然保護――山の自然学クラブ会報（第８号） ２１６p／３０cm 山の自然学クラブ ２００９ 発行者寄贈

鮫島信子（校閲） 日本の国立公園――National Parks of Japan １２７p／３０cm 自然公園財団 ２００９ 発行者寄贈

酒井國光・他（編） 多様な登山観のなかで――昭和山岳会創立７０周年記念誌 ２７３p／２６cm 昭和山岳会 ２００９ 発行者寄贈

松田要悦 断想 ２９５p／２１cm 松田勝江（私家版） ２００９ 発行者寄贈

秩父宮雍仁親王 秩父宮とスポーツ ３１p／３０cm 秩父宮記念スポーツ博物館 ２００９ 発行者寄贈

成瀬陽一 俺は沢ヤだ！ １９０p／１９cm 東京新聞出版局 ２００９ 出版社寄贈

山岳写真同人四季（編） 墨色　日本の山［写真集］ ９６p／２５cm 東京新聞出版局 ２００９ 出版社寄贈

東京都山岳連盟（編） 変革の礎――東京都山岳連盟創立６０周年記念誌 ６４p／２６cm 東京都山岳連盟 ２００９ 発行者寄贈

山森欣一（編） 神々の座　７０００ｍ峰挑戦の記録（２００４年版） ２４２p／３０cm 日本ヒマラヤ協会 ２００９ 発行者寄贈

伊佐九三四郎 モロッコの風 ２１４p／２０cm 白山書房 ２００９ 出版社寄贈

保谷昇・都竹茂樹（編） 山刀――飛騨山岳会創立１００周年記念特別号 １４３p／３０cm 飛騨山岳会 ２００８ 発行者寄贈

池田昭二　 忘れがたい山 ２２０p／１９cm 無明舎出版 ２００９ 著者寄贈

木戸賢吉　 青春は遥かなる稜線に ５４６p／２２cm 木戸賢吉（私家版） ２００８ 著者寄贈

G. Mortenson & D.O.Relin Three Cups of Tea ３３８p／２４cm Viking ２００６ 購入

Clint Willis The Boys of Everest ５３６p／２２cm Carroll　&　Graf ２００６ 購入

B. McDonald Brotherhood of the Rope ２５１p／２４cm Baton　Wicks ２００７ 購入

Stephen Venables Higher than the Eagle Soars ：A Path to Everest ３７０p／２４cm Hutchinson ２００７ 購入

Peter Mallalieu The Artists of the Alpine Club ：A Biographical Dictionary ２３２p／１６cm The Alpine Club　 ２００７ 購入

著　者 書　　　名 ページ・サイズ 出版元 刊行年 寄贈／購入別
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手
描
き
山
岳
展
望
図
の
第
一
人
者
で

あ
る
藤
本
一
美
氏
の
著
書
が
出
版
さ
れ

た
。
副
題
は
「
絵
図
で
楽
し
む
山
岳
パ

ノ
ラ
マ
の
世
界
」。「
展
望
の
山
旅
」
シ

リ
ー
ズ
が
完
結
さ
れ
て
か
ら
８
年
ぶ
り

の
出
版
で
あ
る
。

　

著
者
は
一
昨
年
に
都
立
高
校
を
退
職

さ
れ
る
ま
で
社
会
科
（
地
理
）
の
教
鞭

を
と
り
な
が
ら
、
関
東
甲
信
越
の
山
々

を
歩
き
続
け
、
展
望
図
や
鳥
瞰
図
の
収

集
・
研
究
な
ど
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

た
。
１
９
８
７
年
に
は
田
代
博
氏
と
の

共
編
著
で
実
業
之
日
本
社
よ
り
『
展
望

の
山
旅
』
を
出
版
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は

　

年
に
『
続
・
展
望
の
山
旅
』、　

年
に

９０

９５

『
続
々
展
望
の
山
旅
』、２
０
０
０
年
に

『
車
窓
展
望
の
山
旅
』
と
四
部
作
の
ヒ

ッ
ト
と
な
っ
た
。
私
が
登
山
を
始
め
た

こ
ろ
も
、
こ
れ
ら
の
本
（
時
に
は
そ
の

コ
ピ
ー
）
を
ザ
ッ
ク
に
し
の
ば
せ
、
山

頂
に
着
い
た
ら
著
者
の
職
人
芸
と
も
い

え
る
手
書
き
の
展
望
図
の
ペ
ー
ジ
を
開

い
て
は
、「
山
座
同
定
（
山
の
名
を
判
定

す
る
こ
と
）」
に
励
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
著
書
で
も
関
東
圏
を
中
心
に
、

奥
武
蔵
・
秩
父
・
比
企
、
奥
多
摩
・
奥

秩
父
・
中
央
線
沿
線
、
丹
沢
・
三
浦
半

島
、
湘
南
・
箱
根
・
伊
豆
、
信
州
・
上

州
、
房
総
・
常
陸
ま
で
の　

座
を
取
り

５０

上
げ
、
山
頂
か
ら
の
手
書
き
展
望
図
と
、

山
名
考
証
や
自
然
・
歴
史
民
俗
・
植
生

な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
エ
ッ
セ
イ
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
好
展
望
で
名
の
通
っ

た
著
名
な
山
が
あ
る
一
方
、
弟
富
士
山

や
二
ノ
宮
山
、
三
筋
山
、
矢
祭
山
な
ど

私
が
初
め
て
名
を
聞
く
山
も
あ
っ
た
。

　

先
日
、「
著
者
に
と
っ
て
こ
だ
わ
り
の

あ
る
山
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
南
佐
久

の
御
座
山
に
登
っ
た
。
そ
の
日
も
そ
こ

そ
こ
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
八
ヶ
岳
や
浅

間
山
、
西
上
州
、
奥
秩
父
、
南
ア
ル
プ

ス
な
ど
の
展
望
を
得
ら
れ
て
大
満
足
し

て
帰
っ
て
き
た
。
し
か
し
帰
宅
後
こ
の

本
の
展
望
図
を
開
い
て
み
る
と
、
私
が

目
に
し
た
山
々
の
さ
ら
に
奥
に
志
賀
や

谷
川
連
峰
、
尾
瀬
、
日
光
、
遠
く
は
筑

波
山
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
著
者
は

展
望
図
を
書
く
た
め
、
好
展
望
を
得
ら

れ
る
冬
場
に
幾
度
と
な
く
山
に
通
わ
れ

た
に
違
い
な
い
と
脱
帽
し
た
。

　

た
だ
１
点
だ
け
、
今
回
は
前
回
ま
で

の
『
展
望
の
山
旅
』
四
部
作
と
は
出
版

社
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
従
来
の

よ
う
な
格
調
あ
る
装
丁
で
な
い
点
が
残

念
な
気
が
し
た
。　　
　
　
（
木
根
康
行
）

　

著
者
は
、
山
の
世
界
で
活
躍
す
る
数

少
な
い
女
性
の
ラ
イ
タ
ー
。
と
く
に
最

近
は
、
昨
年
の
夏
に
上
梓
し
た
『
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
山
の
突
然
死
』（
山
と
溪
谷
社

刊
）、
当
会
の
会
報
『
山
』　

月
（
７
６

１０

１
）
号
の
巻
頭
記
事
（
竹
内
洋
岳
氏
の

活
動
報
告
）、
そ
し
て
本
書
と
、
彼
女
の

精
力
的
な
活
動
ぶ
り
を
目
に
す
る
機
会

が
多
い
。

　

本
書
は
「
ヤ
マ
ケ
イ
山
学
選
書
」
シ

リ
ー
ズ
の
最
新
作
と
し
て
、『
山
で
困
っ

た
と
き
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
』（
岩
崎
元
郎

著
）
と
同
時
に
出
版
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

山
歩
き
の
効
用
を
「
健
康
な
体
を
つ
く

る
」「
病
気
の
予
防
」「
脳
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」「
ス
ト
レ
ス
解
消
」
な
ど
の
面
か

ら
わ
か
り
や
す
く
解
き
あ
か
し
て
く
れ

る
。

　

た
と
え
ば
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ

ッ
チ
ン
グ
の
方
法
は
、
イ
ラ
ス
ト
を
使

っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
し
、
病
気
の
予

防
の
項
で
は
、
グ
ラ
フ
や
表
が
有
効
に

使
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
の
数
値

が
き
ち
ん
と
示
し
て
あ
る
。
読
者
に
と

っ
て
は
な
に
よ
り
も
説
得
力
が
あ
り
、

安
心
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
書
か
れ
て
い

て
読
み
や
す
い
の
で
、
気
が
つ
か
ず
に

読
ん
で
し
ま
い
そ
う
だ
が
、
実
は
た
い

へ
ん
な
量
の
情
報
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
取
材
と
調
査
に
労

を
惜
し
ま
ず
、
真
面
目
に
テ
ー
マ
に
取

藤
本
一
美
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
展
望
の
山　

選　

関
東
編
』

５０

―
―
絵
画
で
楽
し
む
山
岳
パ
ノ
ラ
マ
の
世
界

２００８年１２月
東京新聞出版局刊
A5判　１８３�
定価　１６8０円

図
書
紹
介 

柏　
澄
子
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
山
歩
き
は
な
ぜ
体
に
い
い
の
か
』

―
―
大
切
な
仲
間
に
教
え
た
く
な
る
山
の
効
用

２００９年２月
山と溪谷社刊
１７㌢×１１㌢　１８９�
定価　１０００円
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り
組
む
著
者
の
人
柄
が
感
じ
ら
れ
る
。

「
山
歩
き
の
効
用
」
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に

違
う
だ
ろ
う
し
、「
効
用
」
だ
け
で
は
な

く
マ
イ
ナ
ス
面
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
本

書
は
身
体
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
面
へ

の
効
用
に
、
大
き
く
ペ
ー
ジ
を
さ
い
て

い
る
。
そ
れ
は
、
山
歩
き
が
「
体
に
い

い
」
と
い
う
側
面
だ
け
か
ら
登
山
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
の
で
は
な
く
、実
は「
心

に
い
い
」
と
い
う
本
質
を
感
じ
と
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
、
読
者
へ
の
願
い
だ
。

　

著
者
は
、
続
い
て
こ
の
３
月
に
『
ア

ウ
ト
ド
ア
救
急
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
Ｊ
Ｔ

Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）
を
上
梓
。
女
性

ラ
イ
タ
ー
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
応
援
し

た
い
。　　　
　
　
　
　
（
三
好
ま
き
子
）

「
春
で
あ
る
。
釣
り
人
が
�
夢
み
る
季

節
で
あ
る
�」と
本
書
は
始
ま
る
。
雪
に

隠
さ
れ
寒
水
に
眠
っ
た
魚
達
が
目
覚
め
、

釣
り
人
は
勇
み
立
つ
。

根
深　
誠
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
一
竿
有
縁
の
渓
』

２００８年１２月
七つ森書館刊
B6判　２２７�
定価　２１００円

　

私
は
釣
り
を
趣
味
と
し
な
い
が
、
釣

り
の
本
を
読
む
の
は
好
き
で
あ
る
。
ウ

ォ
ル
ト
ン
、
井
伏
鱒
二
、
開
高
健
、
山

本
素
石
、
彼
ら
の
本
に
は
釣
り
が
好
き

で
好
き
で
た
ま
ら
な
い
少
年
の
よ
う
な

気
持
ち
が
、
ど
の
文
章
か
ら
も
読
み
取

れ
る
か
ら
だ
。
憧
れ
が
少
し
大
袈
裟
に

な
っ
て
大
魚
を
釣
り
逃
し
た
と
言
う
ホ

ラ
話
、
釣
果
が
な
い
と
拗
ね
た
り
、
憤

っ
た
り
、
嘆
い
た
り
と
話
は
次
々
と
広

が
り
、
ま
す
ま
す
面
白
く
な
る
。
本
書

は
そ
ん
な
本
で
あ
る
。

　

昔
か
ら
渓
流
釣
り
の
盛
ん
な
旧
い
城

下
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
著
者
が
、
北
は

知
床
か
ら
南
は
九
州
の
渓
ま
で
を
釣
り

歩
き
、
一
竿
を
縁
と
し
て
人
々
と
出
会

う
。
旅
に
出
て
旅
を
想
い
、
旅
に
憧
れ
、

釣
り
に
出
て
釣
り
を
想
う
本
で
あ
る
。

旅
を
し
て
、
釣
り
を
し
て
酒
を
飲
ん
で
、

人
々
と
語
り
、
温
泉
に
浸
る
。
釣
り
に

憑
か
れ
、
山
で
宴
会
を
繰
り
ひ
ろ
げ
る

少
し
滑
稽
で
酔
狂
な
釣
り
人
。
し
ば
し

つ
き
合
っ
て
み
た
い
気
に
な
る
、
そ
ん

な
愉
し
い
本
で
あ
る
。

　

話
は
農
村
の
早
苗
祭
り
か
ら
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
祭
り
へ
、
自
然
が
内
に
持
つ
力
を

た
た
え
、
環
境
問
題
を
憂
い
、
人
間
の

無
謀
さ
に
耐
え
る
自
然
を
生
き
生
き
と

描
く
。
自
然
が
豊
か
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
環
境
や
生
活
が
過
酷
だ
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

へ
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
は
、
著
者
自
身

が
す
で
に
山
人
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
は
月
刊
『
津
軽
』
と
『
渓
流
』

の
連
載
に
加
筆
し
、
な
ご
り
雪
の
浅
春

か
ら
新
雪
の
深
秋
ま
で
の
釣
り
旅
が
、

四
章
（「
第
一
章
・
釣
り
旅
の
記
―
―
春

か
ら
夏
へ
、第
二
章
・
釣
り
旅
の
記
―
―

盛
夏
、
第
三
章
・
釣
り
旅
の
記
―
―
秋

へ
、
第
四
章
・
釣
り
旅
の
周
辺
」）
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
ど
こ
か
ら
読
み
始
め

て
も
、
著
者
と
共
に
自
然
の
恵
み
と

人
々
と
の
つ
な
が
り
に
浩
然
と
し
た
気

持
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て

最
終
章
は
し
っ
と
り
と
ま
と
ま
っ
て
い

る
。
著
者
の
語
り
口
は
、
酒
の
せ
い
で

円
熟
し
、
練
達
の
域
に
達
し
て
き
た
よ

う
に
感
じ
る
と
褒
め
て
お
こ
う
。
そ
し

て
書
中
の
豊
富
な
写
真
は
素
敵
だ
。

　

私
は
こ
の
本
を
読
む
た
め
に
、
盛
夏

の
章
で
は
ビ
ー
ル
を
飲
み
、
秋
へ
の
章

で
は
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
、
最
終
章
で
は
熱

燗
を
飲
み
、
つ
い
つ
い
著
者
に
つ
ら
れ

て
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、「
釣

り
落
と
す
の
も
釣
り
、
釣
れ
な
い
の
も

釣
り
…
…
風
と
た
わ
む
れ
、
渓
に
く
つ

ろ
ぎ
、
一
竿
の
風
月
に
身
を
託
す
」
著

者
に
は
、
肝
臓
を
い
た
わ
り
腰
痛
を
な

だ
め
な
が
ら
年
齢
を
超
す
本
を
書
い
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
、「
奇
跡
を
信
じ
た
け

れ
ば
釣
り
を
す
る
が
い
い
」
と
の
諺
の

よ
う
に
、
そ
の
奇
跡
を
信
じ
て
、
こ
れ

か
ら
も
山
へ
渓
へ
出
か
け
て
、
人
は
や

は
り
自
然
の
中
に
い
る
の
が
一
番
と
い

う
酒
の
す
す
む
一
書
を
期
待
す
る
。

　

本
書
は
釣
り
好
き
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

�
肘
掛
け
椅
子
の
釣
人
�、沢
登
り
の
愛

好
者
に
、
そ
し
て
酒
の
好
き
な
岳
人
に

特
に
お
勧
め
し
た
い
。

　

さ
て
そ
れ
で
は
、
本
を
閉
じ
て
一
本

の
竿
か
一
升
の
酒
を
持
っ
て
、
残
雪
の

山
に
渓
に
出
か
け
よ
う
で
は
な
い
か
。

（
絹
川
祥
夫
）
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原　
真
（
１
９
３
６
〜
２
０
０
９
）

　

３
月　

日
夜
、
な
ん
と
い
う
こ
と
も

１９

な
く
眠
り
に
つ
い
た
原
さ
ん
は
、
翌
朝

す
で
に
彼
岸
の
人
と
な
っ
て
い
た
。
脳

血
栓
だ
っ
た
と
聞
く
。
長
く
闘
病
に
煩

わ
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
ス
パ
ッ
と
人
生

を
終
え
た
と
こ
ろ
は
、い
か
に
も
原
さ
ん

ら
し
い
と
い
う
の
が
、
訃
報
を
聞
か
さ

れ
た
と
き
最
初
に
思
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

１
９
６
６
年
の
ア
コ
ン
カ
グ
ア
南
壁
、

　

年
の
マ
カ
ル
ー
南
東
稜
と
、
日
本
山

７０岳
会
東
海
支
部
を
舞
台
と
し
て
２
つ
の

遠
征
登
山
に
成
功
し
た
あ
と
は
も
っ
ぱ

ら
登
山
界
の
論
客
と
し
て
名
を
馳
せ
た
。

マ
カ
ル
ー
の
経
験
を
土
台
と
し
た
組
織

論
や
高
所
順
応
論
は
、
持
ち
前
の
鋭
い

舌
鋒
と
あ
い
ま
っ
て
大
き
な
影
響
を
当

時
の
登
山
界
に
与
え
た
。
日
本
山
岳
会

で
は
高
所
登
山
委
員
会
を
担
当
し
て

数
々
の
研
究
会
を
主
催
し
、
そ
の
成
果

を『
高
所
登
山
研
究
』『
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
』

と
し
て
世
に
残
し
た
。

　

い
っ
ぽ
う
実
践
面
で
は
、　

年
代
半

７０

ば
に
い
ち
は
や
く
組
織
登
山
を
捨
て
去

り
、
ラ
ト
ッ
ク
山
群
や
パ
ミ
ー
ル
、
イ

ン
ド
、
ア
ン
デ
ス
な
ど
へ
遠
征
を
繰
り

返
し
た
。　

年
に
は
、
シ
シ
ャ
パ
ン
マ

８２

（
中
央
峰
）
の
ア
ル
パ
イ
ン
・
ス
タ
イ

ル
登
頂
に
成
功
し
て
い
る
。
単
な
る

「
論
」
の
人
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
示
す
好
例
と
い
え
よ
う
。

　

活
動
の
足
場
も
、
や
が
て
東
海
支
部

か
ら
自
ら
経
営
す
る
病
院
内
に
設
立
し

た
高
所
登
山
研
究
所
に
移
し
た
。
効
率

の
よ
い
高
所
順
応
作
戦
の
確
立
を
標
榜

し
て
低
圧
室
を
利
用
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
導
入
。
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ
た
現
在
か
ら
考
え
れ

ば
、
か
な
り
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

編
・
著
書
は
数
多
い
が
、『
還
ら
ざ
る

者
た
ち
』『
頂
上
の
旗
』『
ヒ
マ
ラ
ヤ
・

サ
バ
イ
バ
ル
』
の
三
部
作
（
い
ず
れ
も

悠
々
社
）
を
代
表
作
と
し
て
挙
げ
て
お

く
。　　
　
　　
　
　
　
　
（
池
田
常
道
）

吉
田　
宏
（
１
９
１
３
〜
２
０
０
９
）

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ク
ラ
ブ
名
誉
会
員
で
、

本
会
元
評
議
員
の
吉
田
宏
氏
は
、
２
月

　

日
、
老
衰
の
た
め
、
逝
去
さ
れ
た
。

２７享
年　

歳
。

９６

　

故
人
は
１
９
１
３
年
、
東
京
・
高
輪

に
生
ま
れ
、
慶
応
義
塾
幼
稚
舎
に
入
学
、

１
９
３
５
年
経
済
学
部
卒
業
ま
で
、
体

育
会
剣
道
部
で
活
躍
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

に
は
、
桜
内
義
雄
（
元
衆
議
院
議
長
）

が
お
り
、
春
、
夏
、
冬
の
休
み
に
は
、

桜
内
ら
仲
間
と
身
体
を
鍛
え
る
た
め
、

北
ア
ル
プ
ス
は
じ
め
冬
の
富
士
山
に
も

２
回
登
頂
し
て
い
た
。

　

戦
後
は
、
ド
ッ
ド
ウ
エ
ル
商
会
の
輸

出
部
支
配
人
と
な
り
、
得
意
な
英
語
力

を
駆
使
し
て
、
国
際
入
札
な
ど
で
業
績

を
あ
げ
、
１
９
５
６
年
に
は
シ
カ
ゴ
に

本
社
の
あ
る
I
M
C
社
の
日
本
代
表
と

な
り
、　

年
間
、代
表
を
務
め
た
。
引
退

３０

後
は
メ
リ
ル
・
リ
ン
チ
社
の
顧
問
と
し

て　

年
間
、
財
界
人
と
し
て
活
躍
し
た
。

１５

　

１
９
７
３
年
の
還
暦
の
年
に
は
、
シ

ャ
モ
ニ
を
訪
れ
、モ
ン
シ
・
ブ
ラ
ン
を
登

頂
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
登

山
を
再
開
す
る
。ま
た
、こ
の
年
よ
り
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
振
興
国
会
議
員
連
盟
会

長
の
、
桜
内
義
雄
議
員
の
要
請
も
あ
っ

て
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
に
入
る
。

　
　

年
、
植
村
直
己
が
踏
破
し
た
北
極

７６
圏
単
独
犬
橇
１
万
２
０
０
０ 
㌔ 
行
の
報

告
会
に
出
席
し
て
植
村
を
知
る
。
以
後
、

植
村
の
海
外
遠
征
の
際
の
サ
ポ
ー
ト
と

日
本
で
の
連
絡
窓
口
を
引
き
受
け
る
。

　

年
、
植
村
は
、
北
極
点
到
達
後
、
グ

７８リ
ー
ン
ラ
ン
ド
単
独
縦
断
に
成
功
。
こ

れ
を
出
迎
え
る
た
め
、
吉
田
氏
は
、
ナ

ル
サ
ス
ワ
ッ
ク
ま
で
、
西
堀
栄
三
郎
、

植
村
公
子
夫
人
と
同
道
。
世
紀
の
偉
業

を
達
成
し
た
植
村
へ
の
協
力
を
惜
し
ま

な
か
っ
た
。

　

一
方
、
１
９
９
３
年
に
は
、
多
年
に

わ
た
る
ス
カ
ウ
ト
活
動
へ
の
貢
献
に
よ

り
、
世
界
ス
カ
ウ
ト
委
員
会
か
ら
最
高

勲
章
の B

ronze
W
olf

 
       
    
章
を
受
け
る
。

さ
ら
に　

年
９
月
に
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

０８

ト
日
本
連
盟
か
ら
も
最
高
勲
章
で
あ
る

雉
章
を
受
章
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
山
岳
会
に
お
い
て
も
四

期
８
年
間
に
わ
た
り
評
議
員
を
務
め
、

本
会
の
海
外
登
山
隊
に
対
す
る
財
界
・

企
業
か
ら
の
募
金
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
。

諸
外
国
と
の
渉
外
面
で
も
、
内
外
の
人

脈
と
優
れ
た
語
学
力
を
駆
使
し
て
、
協

力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

　

訪
日
す
る
外
国
人
登
山
家
を
よ
く
自

宅
に
招
待
す
る
な
ど
、
国
際
交
流
の
面

で
、
静
子
夫
人
と
も
ど
も
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
て
い
た
。　　　
　
（
松
田
雄
一
）

訃
　
　
報 

D E A T H
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会 

務 

報 

告 

平
成　

年
度
臨
時
理
事
会

２０

日
時　

平
成　

年
２
月　

日　

時　

分

２１

２６

１８

３０

〜　

時
２１

場
所　

日
本
山
岳
会
会
議
室

【
出
席
者
】
宮
下
会
長
、
神
崎
副
会
長
、

宮
崎
・
吉
永
・
成
川
各
常
務
理

事
、
斎
藤
・
藤
井
・
石
橋
・
太

田
・
堀
井
・
相
馬
・
山
川
・
岡

部
各
理
事
、
深
川
・
竹
中
各
監

事

【
委
任
】
鯵
坂
副
会
長
、
古
野
理
事

【
欠
席
】
日
下
田
・
河
野
・
近
藤
各
常
任

評
議
員

【
審
議
事
項
】

１
・
平
成　

年
度
事
業
計
画
案
（
宮
崎
・

２１

吉
永
）

　

各
委
員
会
及
び
各
支
部
か
ら
提
出
の

あ
っ
た
平
成　

年
度
事
業
計
画
案
に
つ

２１

い
て

①
公
益
目
的
事
業 
②
共
益
事
業
（
会
員

の
た
め
の
事
業
）
に
分
け
て
そ
の
内
容

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
審
議
し
た
。

３
月　

日
開
催
の
平
成　

年
度
第
２
回

１４

２０

通
常
総
会
の
議
案
と
す
る
。　　
（
承
認
）

２
・
平
成　

年
度
予
算
案
（
吉
永
）

２１

　
 
平
成　

年
度
の
収
支
予
算
案
の
説

２１

明
が
あ
り
審
議
し
た
。
平
成　

年
度
暫

２０

定
取
り
扱
い
の
支
部
助
成
金
は
平
成　
２１

年
度
に
も
引
き
続
き
実
施
す
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。
３
月　

日
開
催
の
平
成

１４

　

年
度
第
２
回
通
常
総
会
の
議
案
と
す

２０る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
認
）

【
報
告
事
項
】

１
・
平
成　

・　

年
度
役
員
の
選
任
に

２１

２２

つ
い
て
（
宮
崎
）

　

今
期
末
で
役
員
お
よ
び
評
議
員
任
期

が
満
了
、
改
選
と
な
る
た
め
今
後
の
選

任
手
順
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

２
・
第　

回
宮
崎
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
案
内

２５

（
宮
崎
）

　
　

月
３
日
に
宮
崎
県
高
千
穂
町
に
て

１１
開
催
す
る
旨
、
宮
崎
支
部
か
ら
連
絡
が

あ
っ
た
。

３
・
森
づ
く
り
連
絡
協
議
会
へ
の
出
席

依
頼
（
宮
崎
）

　

２
月　

日
に
東
海
支
部
ル
ー
ム
で
開

２８

催
（
８
支
部　

名
参
加
）
す
る
案
内
が

２４

東
海
支
部
か
ら
届
い
た
。
宮
下
会
長
に

代
わ
っ
て
吉
永
常
務
理
事
が
出
席
す
る
。

４
・「
ツ
ー
ル
・
ド
・TA

N
IG
A
W
A

谷
川
連
峰
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン

グ
」
に
つ
い
て
の
意
見
書
（
山
川
）

　

山
岳
団
体
自
然
環
境
連
絡
会
か
ら
貴

重
な
山
岳
環
境
、
参
加
者
お
よ
び
登
山

者
の
安
全
面
等
の
点
か
ら
開
催
を
憂
慮

し
て
い
る
と
の
意
見
書
を
主
催
者
た
る

群
馬
県
み
な
か
み
町
長
宛
て
に
出
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
省
も
慎
重
な
対
応
を
求

め
た
模
様
で
、
主
催
者
は
開
催
中
止
を

決
定
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

５
・
第　

回
・
山
岳
図
書
を
語
る
夕
べ

３９

『
梅
里
雪
山　
　

人
の
友
を
探
し
て
』

１７

（
宮
崎
）

　

３
月　

日
、
ル
ー
ム
で
開
催
す
る
と

２５

の
連
絡
が
図
書
委
員
会
か
ら
あ
っ
た
。

６
・
映
画
『
劔
岳　

点
の
記
』
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
依
頼
に
つ
い
て
（
宮
崎
）

　

６
月
上
映
予
定
の
上
記
映
画
に
つ
い

て
東
映
�
か
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
の

協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。
試
写
を
鑑
賞
の

上
、
今
後
の
理
事
会
で
検
討
す
る
。

平
成　

年
度
第　

回（
３
月
度
）理
事
会

２０

１１

日
時　

平
成　

年
３
月　

日　

時　

分

２１

１１

１８

３０

〜　

時
２１

場
所　

日
本
山
岳
会
会
議
室

【
出
席
者
】
宮
下
会
長
、
神
崎
副
会
長
、

　
　
　

宮
崎
・
吉
永
・
成
川
各
常
務
理

事
、
斎
藤
・
藤
井
・
石
橋
・
古

野
・
太
田
・
相
馬
・
山
川
各
理

事
、
深
川
・
竹
中
各
監
事
、
河

野
・
近
藤
各
常
任
評
議
員
、
神

長
会
報
編
集
委
員
長

【
委
任
】
鯵
坂
副
会
長
、
堀
井
・
岡
部
各

理
事

【
欠
席
】
日
下
田
常
任
評
議
員

【
審
議
事
項
】

１
・
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
活
動
に
つ

い
て
の
順
守
・
改
善
指
示
お
よ
び
回
答

（
宮
崎
）

　

自
然
保
護
委
員
会
「
高
尾
の
森
づ
く

り
の
会
」
に
対
し
て
平
成　

年
２
月　

２１

１６

日
付
に
て
会
長
名
で
そ
の
活
動
運
営
の

適
正
化
、
諸
規
則
等
の
順
守
・
改
善
に

つ
い
て
具
体
的
な
指
示
文
書
を
出
し
た

と
こ
ろ
、
３
月
６
日
付
で
高
尾
の
森
づ

く
り
の
会
代
表
・
河
西
瑛
一
郎
会
員
か
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ら
回
答
が
あ
っ
た
。
審
議
の
結
果
、
再

度
回
答
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

【
協
議
事
項
】

１
・
理
事
・
評
議
員
の
改
選
に
つ
い
て

（
宮
崎
）

　

平
成　

年
度
は
理
事
・
評
議
員
の
改

２１

選
期
に
あ
た
る
た
め
、
今
後
、
定
款
・

細
則
等
に
則
っ
た
改
選
手
続
き
に
よ
り

３
月　

日
ま
で
に
候
補
予
定
者
の
推
薦

２５

を
お
願
い
す
る
。

【
報
告
事
項
】

１
・
予
算
管
理
月
報
（
吉
永
）

　

２
月
末
現
在
、
前
年
度
に
比
し
収
入

は
２
３
０
万
円
、
支
出
は
５
１
０
万
円

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
が
、
予
算
執

行
状
況
は
収
入
お
よ
び
支
出
と
も
ほ
ぼ

前
年
度
並
み
に
推
移
し
て
い
る
。
な
お
、

年
会
費
滞
納
者
は　

名
で
例
年
よ
り
若

７０

干
少
な
い
。

２
・
森
づ
く
り
連
絡
協
議
会
報
告
（
吉

永
）

　

２
月　

日
〜
３
月
１
日
、
名
古
屋
で

２８

開
催
さ
れ
、
森
づ
く
り
事
業
を
も
つ　
１１

支
部
中
８
支
部
が
参
加
し
た
。

３
・
神
奈
川
大
学
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
遠
征

登
山
隊
壮
行
会
開
催
案
内
（
神
崎
）

　

２
月　

日
付
に
て
開
催（
３
月
６
日
）

１９

の
案
内
が
あ
り
、
神
崎
副
会
長
と
古
野

理
事
が
出
席
し
た
。

４
・
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
組
織
改
革

に
つ
い
て
（
宮
崎
）

　

３
月
３
日
付
に
て
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協

会
か
ら
諸
般
の
事
情
に
よ
っ
て
４
月
１

日
以
降
新
体
制
で
運
営
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
事
務
所
を
福
島
市
に
置
き
、

月
刊
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
』
を
廃
刊
す
る
ほ
か
、

３
月
末
を
も
っ
て
東
京
都
山
岳
連
盟
か

ら
の
退
会
、
な
ら
び
に
山
岳
４
団
体
三

役
懇
談
会
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
に
し
た
、

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

５
・
都
岳
連
協
賛
共
同
企
画
に
つ
い
て

（
宮
崎
）

　

山
小
屋
・
旅
館
宿
泊
割
引
、
登
山
用

具
販
売
割
引
特
典
の
案
内
が
あ
っ
た
。

６
・
平
成　

年
度
第
２
回
総
会
の
準
備

２０

状
況
に
つ
い
て
（
宮
崎
）

　

３
月
９
日
現
在
、
回
答
（
返
信
）
総

数
は
３
１
４
１
名
。
出
席
回
答
及
び
欠

席
委
任
状
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
総
会

は
有
効
に
開
催
で
き
る
見
通
し
に
あ
る
。

７
・
所
蔵
資
料
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
検
索
に

つ
い
て
（
岡
部
）

　

１
０
０
周
年
記
念
の
事
業
予
算
の
一

環
と
し
て
資
料
映
像
委
員
会
で
は
資
料

の
保
管
、
整
理
の
利
便
性
を
図
る
た
め

Ｉ
Ｔ
化
作
業
を
推
進
中
で
あ
っ
た
が
、

約
７
割
程
度
の
入
力
状
況
で
検
索
テ
ス

ト
を
実
施
し
た
。
今
後
ソ
フ
ト
面
の
入

力
情
報
に
お
い
て
さ
ら
に
研
究
が
必
要

の
模
様
。
そ
の
他
検
索
専
用
Ｐ
Ｃ
の
設

置
場
所
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

８
・
岐
阜
支
部
定
時
総
会
・
春
季
懇
親

山
行
の
お
知
ら
せ
（
宮
崎
）

　

総
会
（
４
月　

日
揖
斐
川
町
）、
懇
親

１８

山
行
（
４
月　

日
）
開
催
案
内
が
あ
っ

１９

た
。

９
・
山
陰
支
部
創
立　

周
年
記
念
式
典

６０

予
定
と
会
長
出
席
依
頼
に
つ
い
て
（
宮

崎
）

　
　

月　

日
、
米
子
市
に
お
け
る
式
典

１１

２８

開
催
の
案
内
と
会
長
出
席
依
頼
が
あ
っ

た
。

　

・
山
梨
支
部
「
通
常
総
会
」
へ
の
本

１０部
役
員
の
派
遣
に
つ
い
て
（
宮
崎
）

　

４
月　

日
、
甲
府
市
で
開
催
の
案
内

１１

と
本
部
役
員
派
遣
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

・
映
像
使
用
の
許
諾
申
請
に
つ
い
て

１１（
岡
部
）

　

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
（
株
）
か
ら
、

１
９
９
２
年　

月
４
日
に
日
本
テ
レ
ビ

１０

で
放
送
さ
れ
た
故
・
植
村
直
己
の
映
像

に
か
か
わ
る
「
エ
ベ
レ
ス
ト
へ
の
道
」

放
映
に
つ
い
て
の
許
可
申
請
が
あ
っ
た
。

資
料
映
像
委
員
会
で
承
認
し
た
。

　

・
公
開
講
座
で
の
写
真
使
用
に
つ
い

１２て
（
岡
部
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
マ
ッ
プ
研
究
所

（
静
岡
県
三
島
市
）
か
ら
、
４
月　

日
２９

開
催
予
定
の
公
開
講
座『
劔
岳
点
の
記
』

に
学
ぶ
地
図
づ
く
り
の
ロ
マ
ン
」
で
当

会
所
蔵
の
宇
治
長
次
郎
の
写
真
パ
ネ
ル

借
用
依
頼
が
あ
っ
た
。
資
料
映
像
委
員

会
で
対
応
。

　

・
平
成　

年
度
第
２
回
評
議
員
会
の

１３

２０

開
催
に
つ
い
て
（
宮
崎
）

　
（
財
）自
然
公
園
財
団
か
ら
３
月　

日
、

１７

法
曹
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
て

開
催
案
内
が
あ
っ
た
。
会
長
出
席
の
予

定
。

　

・
２
０
０
９
年
度
自
然
保
護
全
国
集

１４会
に
つ
い
て
（
山
川
）

　

自
然
保
護
委
員
会
と
秋
田
支
部
共
催

で
６
月　

〜　

日
（
秋
田
市
及
び
太
平

２０

２１

山
）
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

・
会
報『
山
』３
月
号
編
集
報
告（
神
長
）

１５�２
日　

定
款
検
討
委
員
会

３
日　

図
書
委
員
会　

ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

４
日　

常
務
理
事
会　

集
会
委
員
会　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

５
日　

１
０
１
の
会

６
日　

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

７
日　

評
議
員
会　

図
書
委
員
会

９
日　

総
務
委
員
会　

高
尾
の
森
づ
く

り
の
会　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ 3月 3月 
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ッ
チ
ク
ラ
ブ

　

日　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ　

１０

九
五
会

　

日　

理
事
会　

山
想
倶
楽
部

１１
　

日　

山
の
自
然
学
研
究
会　

ア
ル
パ

１２

イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

　

日　

総
務
委
員
会　

集
会
委
員
会

１３
　

日　

資
料
映
像
委
員
会　

ア
ル
パ
イ

１６

ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

　

日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会　

図

１７

書
委
員
会　
　

会　

ア
ル
パ

００

イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ　

　

日　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ　

三
水
会　

１８

つ
く
も
会

　

日　

科
学
委
員
会　

海
外
委
員
会　

１９

学
生
部

　

日　

総
務
委
員
会

２３
　

日　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会　

２４

千
葉
支
部　

ア
ル
パ
イ
ン
フ

ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

ゆ
き

わ
り
会

　

日　

自
然
保
護
委
員
会　

図
書
委
員

２５

会　

　

日　

学
生
部　

土
曜
会　

山
遊
会

２６
　

日　

常
務
理
事
会　

シ
ス
テ
ム
プ
ロ

３０

ジ
ェ
ク
ト　

ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

　

日　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

３１
　
　
　
　
　
　

３
月
来
室
者
６
１
９
名

会
員
異
動
（
３
月
）

物
故

平
田
静
一
郎（
２
８
４
６
）　　
・
３
・
４

０９

澤
井
貞
夫（
３
６
７
４
）　　

・
３
・
９

０９

若
林
修
二（
６
２
２
７
）　　

・　
０８

１０

葛
西
森
夫（
９
３
６
７
）　　

・　

・
８

０８

１２

日
比
行
雄（
１
３
１
９
５
）　

・
２
・　

０７

１２

退
会

青
木
宏
悦（
５
５
４
１
）

板
井
辰
美（
５
５
７
４
）　

福
島

尾
崎
祐
一（
５
８
２
２
）　

東
海

森　

勲
夫（
６
０
３
３
）

渡
辺
誠
司（
６
１
４
７
）

今
木
良
彦（
６
２
４
３
）　

関
西

針
谷
迪
夫（
６
４
０
７
）　

北
海
道

愛
知
学
院
大
学
学
友
会
山
岳
部

　
　
　
　
　
（
６
４
１
０
）　

東
海

森　

宏
子（
６
５
３
４
）

辻
井
達
一（
７
０
３
３
）　

北
海
道

増
田
圭
次（
７
０
４
４
）

鶴
田
倍
弘（
７
２
７
４
）　

東
海

榎
本　

崇（
７
８
７
０
）　

千
葉

家　
　

浩（
８
４
５
１
）

椚
田
房
男（
８
６
３
２
）　

岩
手

田
中
淑
子（
９
１
９
５
）　

越
後

西
原
幸
子（
９
２
０
０
）

島
田
義
昭（
９
３
１
２
）

荘
司　

等（
１
０
１
２
４
）

岡
田
敏
夫（
１
０
２
１
５
）

大
平
元
次（
１
０
３
２
３
）
福
島

中
山　

繁（
１
０
３
６
０
）
福
岡

鴫
原
義
昭（
１
０
５
９
６
）
北
海
道

坂
尾
藤
江（
１
０
６
３
８
）

平
野
博
志（
１
０
７
４
６
）

伊
地
知
六
子（
１
０
７
７
５
）

中
村
喜
吉（
１
０
９
７
８
）
北
海
道

西
川
昭
彦（
１
１
３
１
８
）

萩
田　

實（
１
１
１
６
５
）

黒
宮
國
男（
１
１
６
５
１
）
東
海

川
畑
一
文（
１
１
６
５
３
）

神
戸
信
和（
１
１
８
３
４
）

鈴
木　

聰（
１
１
８
８
９
）
東
海

長
岡
昭
雄（
１
２
０
２
５
）
山
形

長
岡
五
百
子（
１
２
０
２
６
）
山
形

奥
村
マ
ツ
子（
１
２
１
５
３
）

日
本
曹
達
山
岳
部（
１
２
５
４
７
）越
後

塚
本
一
彦（
１
２
７
４
２
）
関
西

福
田
良
壽（
１
２
９
２
１
）

澤
口
正
武（
１
３
０
０
４
）

辻
井
泰
輔（
１
３
０
０
６
）
北
海
道

松
元
律
子（
１
３
０
２
５
）
宮
崎

亀
井
清
太
郎（
１
３
０
５
３
）
京
都

小
森　

昭（
１
３
１
６
４
）
北
海
道

中
川
一
江（
１
３
２
０
２
）

若
井
登
久
雄（
１
３
２
１
２
）
岐
阜

小
川　

博（
１
３
３
９
３
）
岐
阜

山
本
照
男（
１
３
５
１
６
）
岐
阜

鎌
田
和
代（
１
３
６
０
３
）
宮
城

大
坪
秀
二（
１
３
６
４
０
）

亀
田
謙
一（
１
３
７
９
４
）
北
九
州

加
藤
謙
藏（
１
４
１
７
９
）
富
山

和
田
秀
明（
１
４
１
９
５
）
北
九
州

納
谷
克
美（
１
４
２
５
１
）
京
都

那
須
正
義（
１
４
４
５
３
）
広
島

終
身
会
員

野
崎
裕
美（
６
４
７
８
）

笠
原
正
明（
６
８
１
７
）

第１１回「秩父宮記念山岳賞」の推薦について
秩父宮記念山岳賞審査委員会

　第１１回「秩父宮記念山岳賞」の推薦（他薦のみ）を

下記の通り受付けますので、事務局まで資料をご請求

下さい。多数の推薦をお待ちしております。

�対象分野　・登山活動 
　　　　　　・山に関する文化活動
�提出先　　日本山岳会内　秩父宮記念山岳賞事務局
�締切り　　平成２１年８月末日
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＊
申
込
者
に
詳
細
を
送
り
ま
す

◆「
高
頭
祭
と
中
越
地
震
断
層
帯
」訪
問

科
学
委
員
会

　

越
後
支
部
主
催
の
高
頭
祭
に
参
加
し
、

中
越
地
震
の
被
災
地
も
科
学
探
索
し
ま

す
。

日
程　

７
月　

日
�
〜　

日
�

２５

２６

内
容　
　

日
、
高
頭
祭
参
加
と
登
山　

２５

　
　
　
　

日
、
講
演
「
越
後
山
脈
の
誕

２６生
と
中
越
地
震
の
関
り
」
と
山

古
志
村
探
索

集
合　

Ｊ
Ｒ
上
野
駅
文
化
会
館
前
７
時

費
用　

２
万
５
０
０
０
円
（
宿
泊
・
往

復
貸
切
バ
ス
・
研
修
探
索
代
）

定
員　
　

名
（
先
着
順
）

２５

申
込　

５
月　

日
ま
で
に
石
岡
慎
介
宛

２０

　
　

（
�
＆
�
０
４
７
―
３
３
５
―
２
５
２
２

　
　
　

�bistari@
alto.ocn.ne.jp

        
              
）

＊
申
込
者
に
詳
細
を
送
り
ま
す

◆
第
２
回
「
泰
澄
祭
」
開
催

福
井
支
部

　

泰
澄
が
修
行
し
た
日
本
１
０
０
霊
峰

「
越
知
山
」、
入
寂
の
地
「
大
谷
寺
」
な

ど
ゆ
か
り
の
地
で
足
跡
を
訪
ね
ま
す
。

日
時　

５
月　

日
�（
前
夜
祭　

日
�
）

３１

３０

会
場　
「
泰
澄
の
杜
」（
糸
生
温
泉
）、
大

谷
寺
お
よ
び
越
知
山

費
用　

１
泊
１
万
２
０
０
０
円
、
懇
親

e

会
の
み
７
０
０
０
円
、
ウ
ォ
ー

ク
・
泰
澄
祭
無
料

申
込　

４
月　

日
ま
で
に
舩
田
洋
子
宛

３０

（
�
＆
�
０
７
７
６
―

２
６
―

６
８

５
８
）

◆　
白
神
山
地
ブ
ナ
林
再
生
事
業青

森
支
部

　

世
界
遺
産
白
神
山
地
の
バ
ッ
フ
ァ
ー

ゾ
ー
ン
の
周
辺
で
生
育
不
良
杉
林
地
を

ブ
ナ
林
に
再
生
す
る
た
め
、
除
伐
や
植

樹
な
ど
を
行
な
う
。
寝
袋
、
食
器
必
携
。

出
来
れ
ば  
テ
ン
ト
も
各
自
で
用
意
。青

森
空
港
送
迎
は
要
相
談
。 

日
程　

６
月　

日
�
〜　

日
�

２６

２８

集
合　
　

日
８
時
、
Ｊ
Ｒ
弘
前
駅
城
東

２６口
か　

時
半
、
奥
赤
石
林
道
ゲ
ー

１０

ト 

解
散　
　

日　

時　

奥
赤
石
林
道
ゲ
ー
ト

２８

１５

費
用　

食
費
１
食
５
０
０
円
（
現
地
で

徴
収
）

定
員　
　

名
５０

申
込　

６
月　

日
ま
で
に
、ハ
ガ
キ
ま
た

１４

は
メ
ー
ル
で
須
々
田
秀
美
宛

（
�　
　

平
川
市
本
町
北
柳
田

０３６-
０１０３

　
―

２　
�susuta@

hotm
ail.com

）

９６

◆　
予
告　

ド
ロ
ミ
テ
を
歩
く集

会
委
員
会

　

仮
予
約
受
付
中
。
詳
細
は
次
号
に
て
。

e

◆　
新
入
会
員
の
た
め
の
企
画
「
徳
本
峠

越
え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」

山
研
運
営
委
員
会

　

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
足
跡
を
た
ど
り
、
新

緑
の
島
々
谷
か
ら
残
雪
の
徳
本
峠
を
越

え
ま
す
。
山
研
に
１
泊
し
て
、翌
日「
碑

前
祭
」
に
参
加
。
新
会
員
の
仲
間
づ
く

り
を
手
助
け
す
る
企
画
で
す
。

日
程　

６
月
６
日
�
〜
７
日
�

費
用　

１
万
２
０
０
０
円
（
１
泊
２
食
、

午
餐
会
会
費
、
記
念
品
代
、
傷

害
保
険
料
）

定
員　
　

名
（　

年
度
入
会
の
会
員
お

２０

２０

よ
び
本
会
会
員
の
希
望
者
）

申
込　

５
月　

日
ま
で
に
柴
山
信
夫
宛

２３

　
　
　
（
�
０
４
４
―

９
０
０
―

３
４
３
９

�sibasan@
sannet.ne.jp

）

＊
現
地
集
合
・
解
散

＊
申
込
者
に
詳
細
を
送
り
ま
す

◆　
探
索
山
行
の
お
知
ら
せ

科
学
委
員
会

「
谷
川
岳
の
氷
河
地
形
と
平
標
山
の
周

e

氷
河
地
形
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
山
行
。

日
程　

６
月　

日
�
〜　

日
�

１３

１４

場
所　

谷
川
岳
東
面
の
沢
、
平
標
山

講
師　

小
疇
尚
会
員
ほ
か

費
用　

１
万
９
０
０
０
円

定
員　
　

名
（
先
着
順
）

３５

申
込　

５
月　

日
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
ま

１５

た
は
メ
ー
ル
で
石
田
要
久
宛

　
　

（
�　
　

練
馬
区
羽
沢
１
―

２
―

６

１７６-
０００３

　
　
　

�zvm０２１１６
@
nifty.ne.jp

）

＊
申
込
者
に
詳
細
を
送
り
ま
す

◆
大
峰
奥
駈
道
を
歩
く

集
会
委
員
会

　

山
岳
古
道
「
奥
駈
道
」
を
歩
き
ま
す
。

日
程　

６
月　

日
�
〜　

日
�

１０

１４

集
合　
　

日　

時
、
吉
野
上
千
本
宿
坊

１０

１６

解
散　
　

日　

時
、
大
和
上
市

１４

１１

費
用　

４
万
６
０
０
０
円

定
員　
　

名
２０

申
込　

５
月　

日
ま
で
に
砂
田
定
夫
宛

１０

　
　

（
�
０
４
２
―

７
５
５
―

８
７
２
１

　
　
　

�Sunadackn@
jcom

.hom
e.ne.jp

      
‐    
    
    
       
）

ee
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田淵行男記念館 長野県安曇野市豊科南穂高５０７８―２
� ・�：０２６３-７２-９９６４
URL：http：//azumino-artline.net/tabuchi/

――山岳写真と高山蝶、自然への限りない愛情――

　田淵行男記念館は、安曇野のナチュラリスト・田淵行男を顕彰するため、１９９０

年７月７日に開館しました。ご遺族のご厚意を得て、現存する田淵作品のほぼ大

半、約７３,０００点のフィルム（ガラス乾板を含む）を収蔵しています。また、カラ

ーフィルムのない時代、「本物の美しさを持ったチョウの図鑑を作りたい」との想

いから描き始められたチョウの細密画や、カメラ・テントなど愛用の品々など、

田淵の仕事が把握できる展示内容となっています。

　「自然から読み取り学ぶ知識がもっとも正しい」という独自の信念のもとさまざ

まな作品や研究結果を残した田淵行男、この根っからのナチュラリストの記念館

としてふさわしい自然との調和が感じられる施設空間です。

　記念館では年３～４回の企画展でこれらの収蔵品を紹介し、「雪形探訪」「常念

登山」「写真教室」などの講座を開講して、田淵行男が残したメッセージをさらに

多くの方々に知っていただけるよう取り組んでいます。

　現在は企画展「安曇野残影～ナチュラリストのメッセージ～」を開催中（７月

５日�まで）。１９８９年５月３０日にこの世を去った田淵行男の没後２０年に当たる今年、

あらためて彼のメッセージに耳を傾け、よりよい未来を創造するヒントにしてい

ただきたいと考えています。

観覧料　大人３００円、小中生 ２００円
（団体料金は問い合わせください）
　※特別展示開催は別料金
開館時間　９：００～１７：00
（入館は閉館の３０分前）
休館日　月曜日（祝日の場合は開館）、
祝日の翌日　※４月３０日�は臨時開館
交通機関　JR大糸線柏矢町駅から徒歩２０分、
JR大糸豊科駅、穂高駅からタクシーで１０分、長野
自動車道豊科ICから車で約５分

日
程　

８
月　

日
〜　

日　
　

日
間

１７

２６

１０

定
員　
　

名
（
先
着
順
）

１５

費
用　
　

万
円
（
予
価
）

５３

申
込　

植
木
淑
美
宛
（
� 
０
４
２
―

７

３
４
―

１
４
９
８

�yoshim
i

‐ denali@
jcom
.hom

e.ne.jp

）

◆
第　

回
日
本
登
山
医
学
会
学
術
集
会

２９

日
本
登
山
医
学
会

　

特
別
講
演
と
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
か
れ
ま
す
。

日
程　

５
月　

日
�
〜　

日
�

３０

３１

講
演　

三
浦
雄
一
郎

会
場　

東
京
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
品
川

問
合　

日
本
心
臓
血
圧
研
究
振
興
会
附

属
榊
原
記
念
病
院

　
　

（
�
０
４
２
―

３
１
４
―

３
１
１
１

� 
０
４
２
―

３
１
４
―

３
１
５
０

　
　
　

�jsm
m
@
29tozanigaku.jp

   
 
 
               
）

◆
大
谷
一
良
木
版
画
展

　

喜
寿
を
迎
え
た
大
谷
一
良
会
員
の
記

念
個
展
を
開
催
。

日
程　

４
月　

日
�
〜　

日
�

２４

２９

場
所　

緑
陰
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
小
田
急

線
成
城
学
園
駅
）

問
合　

緑
陰
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
（
�
０
３
―

３
４
８
３
―

１
１
２

６
・
会
期
中
）

e

e

山の博物館訪問 

��
昨
年
の　

月
号
と　

月
号
の
オ
ピ
ニ

１１

１２

オ
ン
欄
で
、
森
づ
く
り
活
動
の
あ
り
方

を
め
ぐ
っ
て
相
反
す
る
意
見
が
掲
載
さ

れ
、
以
後
、
い
く
つ
か
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
お
り
か
ら
自
然
保
護
委

員
会
と
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
の
間
で

話
し
合
い
が
も
た
れ
、
会
報
委
員
会
と

し
て
も
静
観
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ

で
一
定
の
解
決
を
み
ま
し
た
。
そ
の
間

の
経
緯
を
成
川
常
務
理
事
に
綴
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

�
う
ら
ら
か
な
春
の
一
日
、
堀
田
名
誉

会
員
の
百
寿
を
祝
う
会
が
母
校
の
立
教

大
学
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

お
元
気
で
、
そ
の
ご
様
子
は
今
村
さ
ん

の
文
章
に
あ
る
と
お
り
で
す
。
こ
う
し

た
方
々
の
存
在
が
、
山
岳
会
の
貴
重
な

財
産
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

（
神
長
幹
雄
）

編
集
後
記 




